
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
四
一

一　

は
じ
め
に

二　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
「U

nam
ar

事
件
」
に
対
す
る
ダ
ヴ
ー
教
授
の
論
評

三　

結
び
に
代
え
て

一　

は 

じ 

め 

に

1　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
（
以
下
、「
同
司
法
裁
判
所
」
と
略
記
）
に
よ
るU

nam
ar

事
件
判
決

（
１
）は

、
国
際
私
法
上
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
る
べ
き
か
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
ベ
ル
ギ
ー
王
国
で
設
立
さ
れ
た
法
人
、U

nam
ar

社
（
商
事
代
理

人
）
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
で
設
立
さ
れ
た
法
人
、N

avigation M
aritim

e Bulgare
社
（
本
人
）
に
対
し
、
商
事
代
理
人
契
約
終
了
に

金　
　
　
　

美　
　
　

和

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て

│
│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
「U

nam
ar

事
件
」

　
　

に
対
す
る
ダ
ヴ
ー
教
授
の
論
評
を
手
掛
か
り
に
│
│



二
四
二

伴
う
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
、
当
事
者
が
選
択
し
た
固
有
の
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
指
令
八
六
年
度
六
五
三
号

（
以
下
、「
Ｅ
Ｃ
指
令
」
と
略
記
）

（
２
）

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
保
護
要
件
を
満
た
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
法

（
３
）に

優
先
し
て
法
廷
地
法
で
あ
る
Ｅ

Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
ベ
ル
ギ
ー
王
国
の
商
事
代
理
人
契
約
に
関
す
る
一

九
九
五
年
四
月
一
三
日
の
法
律
（
以
下
、「
同
法
律
」
と
略
記
）

（
４
）

の
適
用
を
求
め
て
ベ
ル
ギ
ー
の
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
右

の
同
法
律
は
、
た
と
え
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
が
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
保
護
要
件
を
満
た
し

た
別
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
で
あ
っ
て
も
、
強
行
法
規
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
。
ベ
ル

ギ
ー
の
破
毀
院
（le H

of van Cassatie

）
か
ら
同
司
法
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
た
先
行
判
決
の
中
心
的
争
点
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
。

U
nam

ar

社
側
の
主
張
す
る
同
法
律
の
強
行
法
規
性
を
肯
定
し
た
同
司
法
裁
判
所
の
判
決
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
「
52
．
…
…
、
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
及
び
第
七
条
第
二
項
は
、
当
事
者
に
よ
り
商
事
代
理
人
契
約
に
選
択
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
保
護
要
件
を
満
た
し
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
は
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
絶
対
的
強

行
規
定
の
性
質
及
び
目
的
に
関
し
て
考
慮
す
れ
ば
、
前
述
の
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事

代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
、
法
廷
地
加
盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
法
廷
地
加
盟
国
の
議
会
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
詳
細
な
評
価

に
基
づ
い
て
、
付
託
裁
判
所
が
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
限
り
、
独
立
し
て
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
の
身
分
を
規
律
す
る
法
廷
地
法

が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
別
の
加
盟
国
に
設
立
し
た
付
託
裁
判
所
に
よ
り
回
避
さ
れ
る
と

解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

2　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と
第
三
国
と
の
国
際
紛
争
事
件
で
あ
っ
た
先
の
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
と
は



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
四
三

次
元
が
異
な
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
を
有
す
る
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
の
紛
争
事
件
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
付
与
す
る
法
廷
地
加
盟
国
法
が
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
加
盟
国
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
強
行
法
規
の
適
用
如
何
に
つ
い
て
多
く
の
関
心
を
集
め
た

（
５
）。

本
件
判
決
で
は
、
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決

（
６
）を

先
例
と

し
て
、
法
廷
地
加
盟
国
法
が
当
事
者
自
治
に
優
先
し
て
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
強
行
法
規
の
特
別
連
結
論
を
採
用
す
る
判
断
が
な

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
ヴ
ー
教
授

（
７
）は

、
国
際
的
事
件
と
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
事
件
と
を
別
け
て
考
慮
し
、
ま
た
Ｅ
Ｕ
法
の
派
生
法
で

あ
る
Ｅ
Ｃ
指
令
の
特
殊
性
を
十
分
に
考
慮
し
た
う
え
で
、
強
行
法
規
の
適
用
可
否
如
何
に
つ
い
て
は
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
批

判
的
な
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

3　

強
行
法
規
の
適
用
如
何
に
つ
い
て
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
多
数
の
研
究
が
報
告
さ
れ
て
き
た
が

（
８
）、

こ
の
論
題
に
つ
い
て
は
未
だ
多
く

の
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
日
本
と
法
的
空
間
を
異
に
す
る
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
議
論
で
あ
る
が
、
ダ
ヴ
ー
教
授
に
よ
り

示
さ
れ
て
い
る
強
行
法
規
の
適
用
可
否
に
関
す
る
論
評
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
動
向
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
示
唆
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決

　
「U

nam
ar

事
件
」
に
対
す
る
ダ
ヴ
ー
教
授
の
論
評

（
９
）

　

U
nam

ar

事
件
判
決
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
の
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規



二
四
四

の
適
用
に
つ
い
て
肯
定
さ
れ
、
一
つ
の
決
定
基
準
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
が
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
最
低
限
の
保
護
を
満
た
し
た
別
の
加
盟
国
法
で
あ
っ
て
も
、
同
指
令
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が

法
廷
地
加
盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
法
廷
地
加
盟
国
の
強
行
法
規
が
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
。
こ
の

決
定
に
対
し
て
は
、
先
に
紹
介
し
たN

ourissat

教
授）

10
（

同
様
、
ダ
ヴ
ー
教
授
に
よ
っ
て
も
批
判
的
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ヴ
ー
教

授
に
よ
れ
ば
、U

nam
ar

事
件
に
お
け
る
同
司
法
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
問
題
は
非
常
に
複
雑
で
あ
っ
た
も
の
の
、
理
由
付
け
に
つ
い
て

よ
り
明
確
か
つ
丁
寧
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
同
司
法
裁
判
所
に
よ
る
先
行
判
決
の
欠
陥
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
旨
指
摘

さ
れ
、
本
判
決
に
対
す
る
全
体
的
評
価
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
同
司
法
裁
判
所
に
よ
る
解
説
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
上
い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題
点
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
は
国
際
契
約
上
の
強
行
法
規
に
関
す
る
重
要
な
先
例
に
相
当
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ

う
。」）

11
（

　

以
下
で
は
、U

nam
ar

事
件
判
決
の
理
由
付
け
に
対
す
る
ダ
ヴ
ー
教
授
の
批
判
的
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
叙
述
に
際
し
て
は
、
第

一
に
、
先
行
判
決
を
求
め
て
提
起
さ
れ
た
問
題
、
第
二
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
の
進
展
、
第
三
に
、「
強
行
法
規
」
の
法
的
性
質

に
関
す
る
現
状
、
第
四
に
、
強
行
法
規
と
（
強
行
法
規
に
）
国
内
法
化
さ
れ
る
Ｅ
Ｃ
指
令
と
を
関
連
付
け
る
慎
重
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
し

て
第
五
に
、
最
低
限
の
調
和
（directives d

’ harm
onisation m

inim
ale

）
を
定
め
る
Ｅ
Ｃ
指
令
に
つ
い
て
順
に
述
べ
ら
れ
る
。



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
四
五

1　

先
行
判
決
を
求
め
て
提
起
さ
れ
た
問
題

　

ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
ダ
ヴ
ー
教
授
は
先
行
判
決
を
求
め
て
提

起
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

　
「
よ
り
厳
格
に
そ
の
重
大
な
問
題
に
着
手
さ
れ
た
も
の
の
、U

nam
ar

事
件
は
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
間
の
紛
争

問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
議
論
さ
れ
た
の
は
、
他
の
加
盟
国
法
が
、
異
な
る
文
言
で
か
つ
提
訴
す
る
原
告
に
あ
ま

り
有
利
な
も
の
で
は
な
く
と
も
、
法
廷
地
加
盟
国
法
と
同
様
に
Ｅ
Ｃ
指
令
を
適
切
に
国
内
法
化
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際

契
約
に
関
わ
る
強
行
法
規
と
し
て
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
廷
地
加
盟
国
法
が
同
加
盟
国
の
裁
判
所
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性

如
何
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
い
で
は
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
（
準
拠
法
選
択
の
自
由
）
及
び
第
七
条
（
強
行
法
規
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

今
日
に
お
い
て
、
こ
の
問
い
は
新
た
に
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
の
適
用
に
つ
い
て
生
じ
得
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き

二
つ
の
考
察
は
、
一
方
が
Ｅ
Ｕ
法
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
方
が
か
な
り
古
典
的
な
国
際
契
約
の
規
則
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。」）

12
（

　

み
た
よ
う
に
、
先
行
判
決
を
求
め
て
提
起
さ
れ
た
問
題
に
対
し
、
同
司
法
裁
判
所
で
は
当
事
者
自
治
の
原
則
を
規
定
す
る
ロ
ー
マ
条
約

第
三
条）

13
（

及
び
強
行
法
規
を
規
定
す
る
同
第
七
条）

14
（

の
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
が
、
今
日
で
は
新
た
に
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則）

15
（

に
従
い
解
決
さ
れ

る
旨
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
考
察
と
し
て
、
第
一
に
Ｅ
Ｕ
法
、
第
二
に
古
典
的
な

国
際
契
約
規
則
に
関
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
指
令
に
つ
い
て
次
の
よ
う



二
四
六

に
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
第
一
の
考
察
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
最
低
限
の
調
和
（d

’ harm
onisation m

inim
al

）〉
に
つ
い
て
言
及
し
た
Ｅ
Ｃ
指
令
の
性
質
及
び
制

度
（régim

e
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
か
か
る
法
規
範
の
本
質
的
な
問
題
に
関
わ
る
定
義
に
つ
い
て
（quant a la défi nition des 

aspects substantiels de la norm
e

）
加
盟
諸
国
に
殆
ど
裁
量
の
余
地
を
与
え
な
い
全
体
の
統
一
を
目
指
す
（
最
大
限
の
調
和
を
定
め
る
）

Ｅ
Ｃ
指
令
の
解
決
策
と
は
異
な
り
、
各
国
の
規
制
を
目
的
と
す
る
共
同
体
が
生
み
出
さ
れ
か
つ
法
原
則
の
共
通
基
盤
が
提
供
さ
れ
た

加
盟
諸
国
の
適
正
な
枠
組
法
律
（ces authentiques lois-cadres

）
は
、
地
域
自
主
独
立
主
義
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
（en dépit des possibles particularism
es résiduels

）、
加
盟
諸
国
で
制
定
さ
れ
た
法
に
つ
い
て
高
い
代
替
可
能
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
該
指
令
の
存
在
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
市
場
に
お
け
る
取
引
の
流
動
性
の
末
、
各
国
内
法
間

の
画
一
化
及
び
生
来
の
対
比
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
私
法
上
の
紛
争
に
お
い
て
、
た
と
え
各
国
内
法
が
共
同
体
の
根
底
に

由
来
し
て
い
て
も
、
ま
る
で
計
り
知
れ
な
い
か
の
よ
う
に
、
加
盟
諸
国
法
間
で
相
違
す
る
よ
う
に
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
各
国

内
法
を
見
出
す
こ
と
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
。
第
一
の
見
解
と
し
て
、
契
約
上
の
法
が
指
令
が
適
正
に
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
の

法
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ
れ
ば
、
他
の
加
盟
国
裁
判
所
に
よ
り
か
か
る
法
の
遵
守
が
徹
底
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
裁
判
所
に

と
っ
て
法
廷
地
法
と
同
等
の
推
定
が
構
成
さ
れ
か
つ
当
該
契
約
を
規
律
す
る
た
め
に
選
択
し
た
準
拠
法
に
優
先
し
て
超
強
行
的
な
規

則
（règle super-im

pérative

）
と
し
て
か
か
る
法
廷
地
法
が
適
用
さ
れ
る
の
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の

裁
判
に
お
い
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
重
大
な
事
由
（sérieuses raisons

）
を
提
示
す
る
こ
の
よ
う
な
分
析
が
行
わ
れ
な
い

よ
う
望
ま
れ
る
。」
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み
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
性
質
及
び
制
度
に
つ
い
て
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
加
盟
諸
国
の
枠
組
法
律）

16
（

と
対
比
さ
れ
る）

17
（

。
同
教
授
に
よ

れ
ば
、
指
令
が
適
正
に
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
諸
国
法
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
加
盟
国
裁
判
所
に
お
い
て
も
同
等
の
推
定
が
構
成
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
契
約
を
規
律
す
る
た
め
に
選
択
さ
れ
た
準
拠
法
に
優
先
し
て
超
強
行
的
な
規
則
と
し
て
（
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代

理
人
に
与
え
る
よ
う
な
）
法
廷
地
法
が
適
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
行
わ
れ
た
分
析
を
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
第
二
の
考
察
と
し
て
、
国
際
契
約
の
伝
統
的
な
規
則
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
先
に
行
わ
れ
た
分
析
は
先
行
判
決
を
即
座
に
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
。
国
際
契
約
の
伝
統
的
な
規
則
（le régim

e 

classique des contrats internationaux

）
に
お
い
て
、
強
行
法
規
の
概
念
、
す
な
わ
ち
国
際
契
約
上
で
通
常
適
用
さ
れ
る
法
の
適
用

を
除
外
す
る
こ
と
は
、
原
則
（
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
の
自
由
）
と
例
外
（
公
序
又
は
特
定
の
特
別
強
行
規
則
に
よ
る
修
正
）
と
の
現
行

の
関
係
を
考
慮
に
入
れ
て
厳
密
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
解
釈
は
ロ
ー
マ
条
約
及
び
同
条
約
が
継
承
さ
れ
た
規
則
を

制
定
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
成
果
よ
り
も
随
分
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
も
こ
れ
ら
の
成
文
法
制
度
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
か
つ

抵
触
法
の
解
決
の
た
め
に
正
当
化
さ
れ
る
。」）

18
（

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
件
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
可
否
に
関
す
る
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
派
生
法
と
な
る
Ｅ
Ｃ
指
令
と
国

際
契
約
規
則
を
混
同
す
る
こ
と
な
く
分
け
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。



二
四
八

2　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
の
進
展

　

U
nam

ar
事
件
判
決
の
中
心
的
争
点
は
、
ベ
ル
ギ
ー
法
（
同
法
律
第
一
八
条）

19
（

、
第
二
〇
条）

20
（

及
び
第
二
一
条）

21
（

）
が
強
行
法
規
と
し
て
当
事
者
に

よ
り
選
択
さ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
ダ
ヴ
ー
教
授
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
り
同

司
法
裁
判
所
に
よ
り
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
派
生
的
争
点
に
つ
い
て
順
に
触
れ
、
同
司
法
裁
判
所
に
お
け
る
商
事
代
理
人
契
約

の
準
拠
法
問
題
に
対
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
ま
ず
初
め
に
、
同
司
法
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
管
轄
権
の
有

無
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
は
先
行
判
決
を
求
め
て
提
起
さ
れ
た
問
題
に
混
迷
し
て
い
る
が
、
そ
の
窮
状
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ま
ず
、
同
司
法
裁
判
所
は
、
国
内
裁
判
所
が
最
初
か
ら
仲
裁
条
項
の
効
力
を
認
め
て
管
轄
権
の
請
求
を
排
斥
し
て
い
れ
ば
こ
の
先

決
問
題
は
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
旨
ほ
の
め
か
し
た
（
第
二
八
判
示
事
項
）。
あ
ま
り
に
も
暗
黙
で
、
あ
ま
り
に
も
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
な
や

り
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
が
不
安
定
な
裁
判
管
轄
権
に
基
づ
い
て
判
決
を
下
す
と
い
う
判
決
方
法
に
つ
い
て
は
抵

触
法
に
お
け
る
権
利
の
推
論
（le raisonnem

ent de droit des confl its de lois

）
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
っ
た

く
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
最
低
限
の
意
味
で
強
行
法
規
の
疑
い
よ
う
の
な
い
存
在
が
確
か
に
特
定
の
例
外
的
な
場
合
に
正
当
化
さ
れ

る
の
な
ら
ば
、
注
意
深
く
じ
っ
く
り
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
的
利
益
を
理
由
に
、
衝
突
す
る
規
則
の
条
項
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
（la m

ise à l

’ écart de la clause de règlem
ent des diff erends

）
仲
裁
法
廷
又
は
外
国
裁
判
所
に
権
限
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
後
者
（
強
行
法
規
）
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
法
廷
地
法
の
絶
対
的
強
行
規
定
（règles im

pératives

）

と
い
う
寛
容
で
あ
り
場
合
に
よ
っ
て
は
恣
意
的
な
、
強
行
法
規
（lois de police

）
の
一
方
的
な
法
的
性
質
に
徹
底
的
に
従
属
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
慎
重
さ
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
（un 

Etat

）
は
、
国
際
的
に
反
論
の
余
地
の
な
い
法
適
用
に
お
け
る
絶
対
的
強
行
規
定
の
一
貫
し
た
法
的
性
質
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、

抵
触
す
る
規
則
を
選
択
す
る
契
約
方
法
を
無
視
し
て
、
裁
判
所
が
人
為
的
に
管
轄
権
を
正
当
化
す
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。」）

22
（

　

み
た
よ
う
に
、
本
件
判
決
の
判
示
事
項）

23
（

に
お
い
て
、
国
内
裁
判
所
が
最
初
か
ら
仲
裁
条
項
の
効
力
を
認
め
て
裁
判
管
轄
権
の
請
求
を
排

斥
し
て
い
れ
ば
こ
の
先
決
問
題
が
同
司
法
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
旨
暗
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
同
司
法
裁
判
所
は
、
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ

た
。
第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
は
第
一
議
定
書
に
基
づ
く
ロ
ー
マ
条
約
に
関
す
る
先
行
判
決
の
本
請
求
に
つ
い
て
規
律
す
る
裁

判
管
轄
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
議
定
書
第
二
条
ａ
項
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
破
毀
院
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
先
行
判
決
を
請

求
す
る
権
利
を
有
す
る）

24
（

。
第
二
に
、
ベ
ル
ギ
ー
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
国
連
条
約
第
二
条
第
三
項）

25
（

の
適
用
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
裁
判

所
に
か
か
る
紛
争
を
解
決
す
る
裁
判
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る）

26
（

。
し
か
し
、
ダ
ヴ
ー
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
法
廷
地
法
を
絶
対
的
強
行
法
規

と
み
な
し
て
適
用
し
よ
う
と
す
る
同
司
法
裁
判
所
の
考
え
に
対
し
て
は
否
定
的
な
見
解
が
示
さ
れ
る
。
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
絶
対
的
強
行

法
規
と
し
て
の
法
的
性
質
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
自
治
を
原
則
と
す
る
抵
触
法
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
裁
判
所
が
人
為
的
に
裁
判

管
轄
権
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。



二
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次
に
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
由
来
す
る
保
護
条
項
の
適
用
領
域
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
…
…
、
同
司
法
裁
判
所
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
指
令
自
体
の
保
護
条
項
に
関
わ
る
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
調
和
が

動
産
売
買
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品
の
売
買
で
は
な
く
運
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
生
じ
た
商
事
代
理
人
に
関
す
る
そ
の
よ

う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
に
お
け
る
紛
争
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
同
指
令
の
目
的
を
維
持
し
続
け
る
う
え
で
、
同
指
令
が
国
内

法
化
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
法
が
同
指
令
に
由
来
す
る
保
護
に
関
わ
る
具
体
的
な
適
用
領
域
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
裁
判
所
に

は
そ
の
質
問
に
答
え
る
権
限
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。」）

27
（

　

こ
の
よ
う
に
、
同
司
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
本
来
同
指
令
の
適
用
は
動
産
売
買
契
約
に
限
ら
れ
て
い
る
。
本
件
は
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
商
事
代
理
人
契
約
に
関
わ
る
事
例
で
あ
っ
た
が
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
法
が
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
ま
で

適
用
領
域
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
動
産
売
買
契
約
の
場
合
と
同
様
に
同
指
令
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
異
存
は
な
い）

28
（

。

　

続
け
て
、
先
例
と
な
る
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
の
判
例
法
と
し
て
の
位
置
付
け
及
び
Ｅ
Ｃ
指
令
と
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟

国
内
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
か
か
る
前
提
問
題
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
は
先
決
問
題
を
口
実
に
、
同
司
法
裁
判
所
が
ロ
ー
マ
Ⅰ

規
則
に
照
ら
し
て
実
現
す
る
国
内
強
行
法
規
の
適
用
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
制
（controle europeen

）
を
行
う
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、
国
際
的
な
「
商
事
代
理
人
」
に
つ
い
て
規
定
す
る
同
指
令
の
適
用
に
関
わ
る
先
例
（
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
）
を
揺
る
ぎ
な
い
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も
の
に
し
た
。
さ
ら
に
、
同
司
法
裁
判
所
は
、
…
…
、
同
指
令
と
共
同
体
市
場
に
お
け
る
国
内
状
況
に
お
い
て
同
指
令
が
国
内
法
化

さ
れ
た
国
内
法
と
の
相
互
関
係
に
関
す
る
問
題
に
着
手
す
る
。
次
に
、
同
司
法
裁
判
所
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
、
か
つ
非
常
に
残
念
な
や

り
方
で
、（
最
初
か
ら
言
及
し
て
い
た
よ
う
に
、
第
1
節
参
照
）
原
則
に
従
い
同
指
令
の
根
拠
に
基
づ
い
て
規
定
さ
れ
た
各
国
内
法
間
で

徐
々
に
差
異
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
の
特
性
を
覆
い
隠
し
て
い
る
。」）

29
（

　

み
た
よ
う
に
、
本
件
は
第
三
国
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
と
は
異
な
り
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
間
で
生
じ
た
事
例
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
を
踏
襲
す
る
形
で
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
グ
マ

ー
ル
事
件
判
決
は
商
事
代
理
人
契
約
の
準
拠
法
に
関
わ
る
確
立
し
た
判
例
法
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
件
判
決
で

は
、
Ｅ
Ｃ
指
令
と
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
最
低
限
の
調
和

を
定
め
る
指
令
の
特
性
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
派
生
的
争
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、「
強
行
法
規
」
の
法
的
性
質
⑶
、
Ｅ
Ｃ
指
令
と
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法

（
強
行
法
規
）
と
の
関
係
⑷
、
そ
し
て
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
⑸
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
析
が
行
わ
れ
る
。

3　
「
強
行
法
規
」
の
法
的
性
質
に
関
す
る
現
状

　

ダ
ヴ
ー
教
授
は
、
強
行
法
規
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
強
行
法
規
の
概
念
に
つ
い
て
問
題
提
起
さ
れ
、
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
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「
ま
ず
最
初
に
、U

nam
ar

事
件
に
お
け
る
、
広
狭
な
強
行
法
規
（loi de police

）
の
概
念
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
近
時
の
問
題

に
対
す
る
解
答
を
探
究
す
る
。

　

あ
る
主
張
と
し
て
、
経
済
又
は
社
会
組
織
に
関
わ
る
法
律
と
比
較
し
て
、
特
定
の
当
事
者
を
個
別
に
保
護
す
る
法
律
を
強
行
法
規

の
法
的
性
質
に
包
摂
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

あ
る
い
は
（
例
外
も
含
め
た
厳
格
な
解
釈
を
も
っ
て
）、
強
行
法
規
の
概
念
は
、

特
定
の
加
盟
国
に
お
い
て
社
会
生
活
に
極
め
て
重
要
と
さ
れ
る
あ
る
規
定
が
、
常
に
加
盟
国
で
付
与
さ
れ
る
共
同
体
社
会
に
と
っ
て

不
可
欠
な
「
大
規
模
な
法
《m

acro-juridique

》」
と
し
て
の
そ
の
規
定
の
効
果
（leur eff et

）
を
立
証
し
な
い
限
り
、
当
事
者
双
方

の
契
約
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
規
定
と
は
い
え
な
い
契
約
に
関
す
る
国
際
私
法
に
お
い
て
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
か
？　

法
務
官
（L
’ avocat général

）
が
下
し
たU

nam
ar

事
件
に
お
け
る
結
論
は
、
加
盟
諸
国
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
こ
と
を
推
奨
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
従
い
、
一
方
で
は
、
加
盟
国
は
強
行
法
規
（lois de 

police

）
と
し
て
の
法
的
性
質
を
有
す
る
資
格
の
あ
る
規
定
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
十
分
に
余
地
の
あ
る
見
解
（une large 

m
arged

’appréciation

）」
を
有
し
、
他
方
で
は
、「
私
人
の
分
類
に
属
す
る
特
定
の
状
況
に
お
い
て
は
対
等
で
あ
る
が
、
厳
密
に
公

的
利
益
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
見
地
か
ら
は
、
付
与
さ
れ
た
規
定
の
保
護
的
な
性
質
を
考
慮
に
入
れ
（concl. N

. W
ahl, 15 m

ai 2013, 

pts 41 et 60

）」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」）
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み
た
よ
う
に
、
法
務
官
に
よ
り
下
さ
れ
た
結
論
は
加
盟
諸
国
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
奨
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
一
方
で
は
、
加
盟
国
は
強
行
法
規
と
し
て
の
法
的
性
質
を
有
す
る
資
格
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
十
分
に
余
地
の
あ
る
見
解
」
を

有
し
、
他
方
で
は
、「
私
人
…
…
に
属
す
る
特
定
の
状
況
に
お
い
て
は
対
等
で
あ
る
が
、
厳
密
に
公
的
利
益
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
見
地
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か
ら
は
、
付
与
さ
れ
た
規
定
の
保
護
的
な
性
質
を
考
慮
に
入
れ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
強
行
法
規
と
し
て

の
法
的
性
質
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
務
官
の
結
論
に
対
し
て
は
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る）
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次
に
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
強
行
法
規
の
法
的
性
質
に
関
す
る
解
釈
及
び
同
司
法
裁
判
所
の
見
解
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
欧
州
委
員
会
（La com

m
ission européenne

）
は
法
務
官
（l

’ avocat général

）
と
は
異
な
る
解
釈
を
行
っ
た
。
当
事
者
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
た
法
的
安
全
性
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
法
選
択
（electio juris

）
に
係
わ
る
契
約
条
項
を
遵
守
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
旨
あ
え
て
付
言
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
当
委
員
会
は
国
際
契
約
に
お
け
る
準
拠
法
選
択
自
由
規
則
の
優
位
性
を
強
調
し
、
加

盟
諸
国
が
自
国
の
絶
対
的
強
行
規
定
を
強
行
法
規
で
あ
る
と
「
制
度
的
に
み
な
す
こ
と
《qualifi er systém

atiquem
ent

》」
は
許

さ
れ
な
い
（
第
三
五
判
示
事
項
参
照
）。
同
司
法
裁
判
所
は
（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
そ
し
て
そ
の
他
）
多
く
の
論
者
が
唱
え
る
優
先
的
利
益

（la preference de beaucoup d

’ auteurs
）
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
後
者
の
分
析
に
同
調
す
る
。
こ
の
（
先
のA

rblade

判
決
に
従
い
、

ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
が
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
に
置
き
換
え
ら
れ
る
）
問
題
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
展
開
に
つ
い
て
想
起
し
た
後
、
同

司
法
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
考
え
を
ま
と
め
て
い
る
。「
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
で
繰
り
返
し
何
度
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
ロ
ー
マ
条
約
を

基
礎
づ
け
て
い
る
契
約
に
関
わ
る
当
事
者
自
治
の
原
則
を
十
分
に
実
行
す
る
た
め
に
、（
当
事
者
の
契
約
関
係
の
準
拠
法
に
つ
い
て
）
当

事
者
が
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
は
（
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
第
一
項
に
従
い
）
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
関
連
す
る
加
盟
国
法
の
意
味

に
お
い
て
）「
強
行
法
規
（loi de police

）」
で
あ
る
か
に
係
わ
る
申
し
立
て
は
、（
第
七
条
第
二
項
に
従
い
）
厳
格
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
第
四
九
判
示
事
項
参
照
）」）
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前
述
の
よ
う
に
、
欧
州
委
員
会
は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
の
優
位
性
を
強
調
し
、「
加
盟
諸
国
が
自
国
の
絶
対
的
強
行
規
定
を
強
行
法

規
で
あ
る
と
『
制
度
的
に
み
な
す
こ
と
』
は
許
さ
れ
な
い
」
と
す
る）
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、
加
盟
諸
国
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
奨
す
る
法
務

官
と
は
異
な
る
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
同
司
法
裁
判
所
の
見
解
は
お
お
よ
そ
欧
州
委
員
会
の
解
釈
に
同
調
し
た
も
の
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
条

約
第
三
条
第
一
項
に
従
い
当
事
者
自
治
の
原
則
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
以
上
、「
強
行
法
規
」
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
同
条
約
第
七
条
第

二
項
に
従
い
厳
格
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ダ
ヴ
ー
教
授
は
、
同
司
法
裁
判
所
が
示
し
た
か
か
る
見
解
に
つ
い
て
賛
同
す
る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
相
当

す
る
も
の
と
し
て
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
同
司
法
裁
判
所
の
判
決
理
由
は
そ
の
存
在
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
る
。
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
強
行
法
規
の
法
的
性
質
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
の
解
釈
を
も
っ
て
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
の
解
釈
に
従
え
ば
、U

nam
ar

事
件
判
決
の
必
要
は
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
解
釈

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
生
じ
る
新
た
な
問
題
点
も
示
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「U

nam
ar

事
件
判
決
の
争
点
と
な
る
第
四
九
判
示
事
項
か
ら
は
、
称
賛
す
る
よ
う
に
延
々
と
解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
そ
の
判
示
事
項
の
内
容
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
は
あ
ら
か
じ
め
二
〇
〇
八
年
に
採
択
さ
れ
た
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
前
段

第
一
一
項
及
び
第
三
七
項
に
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
同
司
法
裁
判
所
が
考
え
出
し
た
判
決
理
由
は
そ
の
存
在
を
無
視
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
我
々
と
し
て
は
今
後
、
議
会
の
文
言
（les m

ots du légistateur
）
が
意
味
を
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
単
に
受
け
止
め
る
だ
け

で
あ
る
。
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
は
「
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
あ
る
国
に
と
り
遵
守
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ

る
」
絶
対
的
強
行
規
定
に
強
行
法
規
と
し
て
の
資
格
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
…
…
、
そ
れ
は
各
種
の
私
的
利
益
を
保
護
す
る
も
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の
と
区
別
し
て
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
の
解
釈
で
足
り
る
（Le 

sort des règles im
pératives dans le règlem

ent Rom
e I, D

. 2008. 2165 

参
照
）。
す
な
わ
ち
、U

nam
ar

事
件
判
決
の
必
要
性
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
本
件
判
決
が
永
続
的
に
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
奨
す
る
な
ら
ば
、
一
方

で
、
同
司
法
裁
判
所
は
本
件
判
決
の
先
例
と
な
る
商
事
代
理
人
の
保
護
に
関
わ
る
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
を
再
評
価
す
る
機
会
が

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
他
方
で
、
同
司
法
裁
判
所
が
本
件
判
決
に
お
け
る
係
争
中
の
強
行
法
規
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て
さ

ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
国
内
法
に
由
来
す
る
強
行
法
規
が
存
在
す
る
と
い
う
理
由
で
、
加
盟
国
裁
判
所
が
当
事
者
に
よ
っ
て
紛
争
中

の
規
定
が
選
択
さ
れ
た
有
効
な
一
般
的
方
法
を
差
し
控
え
る
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
流
通
の
自
由
に
対
す
る
妨
害
（une 

entrave aux libertés de circulation
）
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？　

さ
ら
に
、
強
行
法
規
の
法
的
性
質
が
濃
厚
で
あ
る

場
合
、
あ
る
い
は
、
対
立
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
法
が
欧
州
レ
ベ
ル
に
お
け
る
最
低
限
の
調
和
に
由
来
す
る
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
？　

基
本
的
な
回
答
は
あ
る
程
度
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。」）
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以
上
が
、
同
教
授
に
よ
る
強
行
法
規
の
法
的
性
質
に
関
す
る
見
解
で
あ
る
。

4　

強
行
法
規
と
（
強
行
法
規
に
）
国
内
法
化
さ
れ
る
Ｅ
Ｃ
指
令
と
を
関
連
付
け
る
慎
重
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　

次
に
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
諸
国
の
強
行
法
規
と
同
指
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
る
。
ま
ず
、
Ｅ
Ｃ
指
令

が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
諸
国
の
強
行
法
規
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
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「
別
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
先
例
と
な
っ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
同
様
、U

nam
ar

事
件
判
決
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ

り
保
持
さ
れ
て
い
る
事
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
加
盟
諸
国
法
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
謎
に
満
ち
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
は
（
十
分
な
理
由
は
な
い
が
、
ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な
く
）
一
九
八

六
年
の
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
商
事
代
理
人
の
絶
対
的
保
護
が
構
造
的
な
意
味
（une dim

ension structurelle

）
を
与
え
、

そ
し
て
欧
州
連
合
に
設
立
し
た
商
事
代
理
人
に
対
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
属
さ
な
い
第
三
国
の
本
人
と
締
結
し
た
国
際
契
約
に
つ
い
て
は

無
条
件
で
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
部
の
注
釈
者
は
、
強
行
法
規
が
同
指
令
が
国
内
法
化
さ

れ
た
国
内
法
よ
り
も
む
し
ろ
Ｅ
Ｃ
指
令
か
ら
成
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
根
源
（source européenne

）
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
ま
と
め
た
。

も
っ
と
も
、
要
約
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
が
、
同
指
令
が
有
す
る
特
別
な
性
質
は
決
し
て
私
人
間
の
紛
争
に
お
い
て
適
用
さ
れ
な
い
限

り
技
術
的
に
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
同
指
令
に
強
行
法
規
と
し
て
の
資
格
を
与
え
る
よ
り
も
、
た
だ
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ

た
法
が
国
際
関
係
に
お
け
る
直
接
適
用
規
定
（règles d

’ application im
m
édiate

）
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
た
そ
の
よ
う
な
制
度

が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
考
察
さ
れ
る
の
は
、（
国
家
レ
ベ
ル
で
定
義
さ
れ
て
い

る
）強
行
法
規
の
適
用
に
関
わ
る
固
有
の
要
件
と
そ
の
根
底
に
あ
る
法
政
策
の
目
的
と
の
間
で
分
断
が
生
じ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

後
者
の
法
政
策
が
欧
州
領
域
で
制
定
さ
れ
た
同
指
令
に
お
い
て
部
分
的
に
共
通
す
る
そ
れ
ら
法
政
策
の
定
義
に
従
い
強
行
法
規
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
管
轄
領
域
に
お
い
て
（en ressort

）
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
強
行
法
規
の
適
用

に
関
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
修
正
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
二
重
の
管
轄
状
態
に
あ
る
仕
組
み
に
基
づ
い
て
説
明
さ
れ
る
（se laisse 

décrire selon un schém
a à double ressort

）。
国
家
強
行
法
規
の
国
際
的
適
用
適
格
（L

’ applicabilité internationale de la loi de 

police étatique

）
に
つ
い
て
は
当
該
強
行
法
規
が
追
求
す
る
目
的
に
「
相
応
の
」
定
義
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
欧
州
領
域
レ
ベ



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
五
七

ル
で
（
同
指
令
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
立
法
政
策
）、
次
に
関
連
す
る
国
内
レ
ベ
ル
で
（
関
連
す
る
加
盟
諸
国
に
よ
り
追
求
さ
れ
た
法
政
策
…
…
）

か
か
る
目
的
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
強
行
法
規
に
関
わ
る
一
方
的
適
用
（application 

unilaterale

）
及
び
適
用
排
除
（dérogatoire

）
に
つ
い
て
は
、
考
慮
し
た
末
に
、
国
内
レ
ベ
ル
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
域
レ
ベ
ル

で
優
位
的
に
定
義
さ
れ
た
果
た
す
べ
き
特
定
の
立
法
目
的
が
存
在
し
、
ま
た
そ
の
立
法
目
的
の
追
求
が
国
際
関
係
に
お
い
て
、
少
な

く
と
も
特
定
の
場
合
に
、
国
家
或
い
は
地
域
社
会
の
組
織
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。」）

35
（

　

み
た
よ
う
に
、
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
決
定
が
下
さ
れ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
に
基
づ
き
、
強
行
法
規
の
法
的
性
質
及
び
そ
の
適

用
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
た
。
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
に
つ
い
て
も
多
く
の
論
評
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が）

36
（

、
ダ
ヴ
ー
教
授
は
、
一
部

の
評
釈
者
の
見
解
を
も
と
に
、
加
盟
諸
国
の
強
行
法
規
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
Ｅ
Ｃ
指
令
か
ら
成
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
根
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
指
令
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
に

つ
い
て
検
討
す
る
よ
り
も
、
た
だ
単
に
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
直
接
適
用
規
定
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
国
内
実
質
法
の
直
接
適

用
が
制
度
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
前
提
に
し
て
、
同
教
授
は
強
行

法
規
の
適
用
に
つ
い
て
、
欧
州
と
加
盟
国
の
二
重
の
管
轄
状
態
に
あ
る
仕
組
み
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
る
。
第
一
に
、
国
家
強
行
法
規
の
国

際
的
適
用
適
格
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に
強
行
法
規
の
適
用
に
係
わ
る
判
断
基
準
の
形
成
基
準
を
形
成
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ま
ず
は
欧
州
領
域
レ
ベ
ル
で
指
令
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
立
法
政
策
に
つ
い
て
、
次
に
国
内
レ
ベ
ル
で
関
連
す
る

加
盟
国
に
よ
り
追
求
さ
れ
た
法
政
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
結
果
、
強
行
法
規
と
し
て
の
国
際
的
適
用
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
き
」
と
い



二
五
八

う
判
断
基
準
の
形
成
基
準
の
法
律
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
き
、（
次
に
み
る
強
行
法
規
の
適
用
に
係
わ
る
）
判
断
基
準
を
適
用
す
る
。
第
二
に
、

同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
実
質
法
の
一
方
的
適
用
（
直
接
適
用
）
及
び
適
用
排
除
（
公
序
）
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
が
、
同
教
授
は
同
指

令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
実
質
法
の
直
接
適
用
に
加
え
て
公
序
の
問
題
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
強
行
法
規
の
適
用
に
係
わ
る
判
断
基
準
が
形
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「（
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ

た
法
が
）
国
家
或
い
は
地
域
社
会
の
組
織
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
き
」
と
い
う
法
律
要
件
と
「
当

該
国
内
法
が
強
行
法
規
と
し
て
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
法
律
効
果
か
ら
な
る
判
断
基
準
で
あ
る
。
こ
の
判
断
基
準
は
、「
国
内
レ
ベ
ル
ま

た
は
地
域
レ
ベ
ル
で
優
位
的
に
定
義
さ
れ
た
果
た
す
べ
き
特
定
の
立
法
目
的
が
存
在
し
、
か
つ
、
そ
の
立
法
目
的
の
追
求
が
国
際
関
係

上
、
少
な
く
と
も
特
定
の
場
合
」
と
い
う
判
断
基
準
の
適
用
基
準
の
法
律
要
件
を
満
た
す
場
合
に
そ
の
法
律
効
果
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ダ
ヴ
ー
教
授
に
よ
り
強
行
法
規
の
適
用
に
係
わ
る
判
断
基
準
及
び
そ
の
判
断
基
準
の
形
成
基
準
と
適
用
基
準
が
そ
れ

ぞ
れ
示
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、
加
盟
諸
国
の
強
行
法
規
に
国
内
法
化
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｃ
指
令
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
国
際
民
事
紛
争
に
お
け
る
要
求
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
こ
の
考
え
に
従
え
ば
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
強
行
法
規
の
法
的

性
質
及
び
そ
の
適
用
に
関
わ
る
具
体
的
な
解
決
策
は
も
っ
ぱ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
派
生
法
に
基
づ
く
間
接
的
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
同
指
令
は
国
内
法
の
目
的
論
的
解
釈
（l

’ interprétation téleologique

）
を
行
う
上
で
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
国
際
公
序
の
共

通
基
準
（standards com

m
uns d

’ ordre public international

）
を
定
め
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
（
後
者
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、P. de 

V
areilles-Som

m
ières, in Préces D

alloz, D
roit international privé, 10

e éd., no183 et réf.  

引
用
）。
正
確
に
解
釈
さ
れ
た
ロ
ー
マ
Ⅰ



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
五
九

規
則
や
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
と
の
牽
連
（La conjugaison du reglem

ent Rom
e I et de la loi nationale de 

transposition

）
は
、
抵
触
法
の
解
決
を
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
指
令
は
次
の
よ
う

に
示
唆
す
る
権
限
を
も
っ
て
介
入
す
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
指
令
は
場
合
に
よ
っ
て
は
（
法
の
）
抵
触
に
関
わ
る
技
術
的

な
解
決
策
を
予
め
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
解
決
策
が
決
し
て
的
確
な
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
推

論
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
唯
一
の
可
能
性
（hypothèse

）
は
抵
触
法
規
則
に
関
わ
る
適
用
排
除
規
定
を
包
含
し
た
指

令
の
可
能
性
で
あ
り
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
に
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
（
指
令
の
問
題
に
特
定
し
た
こ
れ
ら
規
定
に
つ
い
て
は
、D

ernierm
ent les études préc. de S. Francq et B. M

athieu et, 

antérieurem
ent, D

. Lefranc, Rev. crit. D
IP 2005. 413 

参
照
）。
そ
の
場
合
、
同
指
令
に
定
め
ら
れ
た
抵
触
法
規
則
の
特
別
な
（
明
示

の
）
規
定
は
一
般
法
（lex generalis
）
で
あ
る
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
と
比
較
す
れ
ば
特
別
法
と
し
て
み
な
さ
れ
る
。」）

37
（

　

み
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
強
行
法
規
の
法
的
性
質
及
び
そ
の
適
用
に
つ
い
て
解
決
す
る
に
あ
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
派
生
法
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
指
令
の
役
割
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
ダ
ヴ
ー
教
授
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｃ
指
令
は
、
同
指
令

が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
の
目
的
論
的
解
釈）

38
（

を
行
い
、
国
際
公
序
の
共
通
基
準
を
定
め
る
上
で
貴
重
で
あ
り
、
ま
た
、
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
や
同

指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
と
の
関
係
が
抵
触
法
の
解
決
を
す
る
上
で
非
常
に
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
抵
触
法
上
の
解
決
に
あ
た

り
、
後
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
直
接
適
用
規
定
と
み
な
さ
れ
、
か
か
る
国
内
実

質
法
が
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
、
前
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
他
の
規
定
と
の
関
係
に
つ
い
て
定
め
た
ロ
ー

マ
Ｉ
規
則
第
二
三
条）

39
（

に
従
い
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
指
令
に
準
拠
外
国
実
質
法
の
適
用
排
除
（
公
序
則
）
と
い
っ
た
特
定
の
抵
触



二
六
〇

法
規
則
が
包
含
さ
れ
て
い
る
場
合
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
は
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
の
遵
守
か
ら
免
除
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
同

指
令
に
定
め
ら
れ
た
抵
触
法
規
則
に
関
わ
る
特
定
の
規
定
を
特
別
法
、
そ
れ
に
対
す
る
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
は
一
般
法
と
み
な
し
、
特
別
法
で

あ
る
同
指
令
は
一
般
法
で
あ
る
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
に
優
先
さ
れ
る
と
い
う
原
則
に
基
づ
い
て
同
指
令
が
国
内
法
化
し
た
国
内
法
の
適
用
が
肯

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

続
け
て
、
先
の
強
行
法
規
及
び
同
指
令
の
考
察
に
基
づ
き
、
本
来U

nam
ar

事
件
判
決
に
お
い
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
点
の
内
容
が
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
「
先
に
み
た
理
論
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
、U

nam
ar

事
件
判
決
に
よ
り
生
じ
た
問
題
は
明
ら
か
に
さ
れ
、
よ
り
鮮
明
と
な
っ
た
。

そ
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
付
託
さ
れ
た
裁
判
所
の
加
盟
国
に
お
い
て
、
契
約
で
選
択
さ
れ

た
法
に
優
先
す
る
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
実
質
法
は
他
の
加
盟
国
に
一
致
し
た
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
目
的
は
同
指
令
と
は
部
分
的
に
異
な
る
法
廷
地
法
に
よ
り
実
現
が
図
ら
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
当
該
法
が
同
指
令
の

追
求
す
る
目
的
の
み
を
達
成
す
る
こ
と
で
十
分
に
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
（
係
争
中
の
事
件
に
お
い
て
は
、
ベ
ル
ギ
ー
法
の
問
題

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
法
は
、
強
力
的
に
、
地
域
政
策
の
明
確
な
合
目
的
性
（fi nalité

）
を
付
加
す
る
こ
と
な
く
同
指
令

の
目
的
で
あ
る
方
針
を
具
現
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）？　

遺
憾
な
が
ら
、
か
か
る
質
問
は
、
そ
の
問
題
を
即
座
に
検
討
す
る
同
司
法

裁
判
所
に
よ
り
そ
の
よ
う
な
形
で
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
判
例
事
項
第
五
一
及
び
第
五
二
、
こ
れ
ら
二
つ
の
判
決
理
由
の
み
で
あ

っ
た
）。
同
司
法
裁
判
所
の
回
答
は
第
一
の
選
択
肢
に
有
利
な
よ
う
に
解
釈
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
司
法
裁
判
所
の
回
答
は
、
法

廷
地
の
強
行
法
規
が
契
約
法
上
選
択
さ
れ
た
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
に
優
先
す
る
こ
と
で
あ
り
、
法
廷
地
の
立
法
者
の
見
解



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
六
一

に
よ
れ
ば
、
か
か
る
強
行
法
規
は
同
指
令
に
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
追
求
す
る
目
的
（objectifs propres

）
の
実
現

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
当
該
事
件
判
決
の
解
釈
は
（
商
事
代
理
人
と
い
う
）
個
人
の
資
格
と
し
て
妥
当
で
あ
り
か
つ
当
を
得
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
解
釈
は
、
遺
憾
な
が
ら
、
不
十
分
な
判
決
の
動
機
付
け
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
確
信
を
も

っ
て
認
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
（
同
裁
判
所
の
回
答
に
対
す
る
）
反
対
解
釈
は
、
同
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
先
述
さ
れ
た
慎

重
な
解
釈
に
「
〜
す
る
場
合
に
限
り
（uniquem

ent si

）」
及
び
「
詳
細
な
評
価
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
（constate de façon 

circonstanciée

）」
と
い
う
文
言
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
で
完
全
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
こ
の
反
対
解
釈
に
よ
れ
ば
、

強
行
法
規
は
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
（
指
令
が
追
求
す
る
）
目
的
に
お
い
て
特
別
な
も
の
か
ど
う
か
と
い

っ
た
な
ん
ら
か
の
強
行
法
規
の
適
用
が
常
に
付
託
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
〔
前
掲
第
3
節
参
照
〕。」）

40
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み
た
よ
う
に
、
ダ
ヴ
ー
教
授
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
本
件
判
決
の
問
題
点
は
、（
Ｅ
Ｃ
指
令
に
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な

保
護
を
商
事
代
理
人
に
付
与
す
る
）
法
廷
地
法
と
（
Ｅ
Ｃ
指
令
と
同
様
の
保
護
を
商
事
代
理
人
に
付
与
す
る
）
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
の
い

ず
れ
が
適
用
さ
れ
る
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
い
ず
れ
の
法
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
的
で
あ
る

「
商
事
代
理
人
の
保
護
」
の
程
度
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
形
で
問
題
が
提
起
さ
れ
な
か
っ
た）

41
（

U
nam

ar

事
件
に
対
す
る
同
司
法
裁
判
所
の
回
答）

42
（

は
、
法
廷
地
法
の
適
用
に
有
利
な
解
釈
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
か
か
る

解
釈
は
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
判
決
の
動
機
付
け）

43
（

に
つ
い
て
十
分
に
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
確
証
で
き
る
も
の
で

は
な
い
旨
言
及
さ
れ
る
。
ま
た
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
示
さ
れ
た
回
答
に
対
し
て
は
反
対
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
本
件
判

決
の
欠
点
が
指
摘
さ
れ
た
。



二
六
二

　

従
っ
て
、
同
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
反
対
解
釈
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
同
司
法
裁
判
所
の
回
答
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
提
言
さ
れ
る
。

　
「
…
…
、
先
決
問
題
に
対
し
て
『
そ
う
で
あ
る
、
し
か
し
（oui, m
ais

）』
と
い
う
よ
う
な
答
え
方
を
す
る
よ
り
も
、
同
司
法
裁
判

所
は
む
し
ろ
次
に
み
る
よ
う
に
『
否
、
…
…
は
除
い
て
（non, sauf

）』
と
い
う
文
言
を
用
い
た
答
え
方
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
否
、
法
廷
地
法
が
よ
り
大
き
な
追
求
す
る
目
的
を
受
け
入
れ
、
か
つ
国
内
法
化
し
た
同
指
令
の
追
求
す
る
目
的
（objectifs 

propres

）
と
は
相
違
す
る
よ
う
な
例
外
の
場
合
を
除
い
て
、
同
指
令
を
国
内
法
化
し
た
国
内
強
行
法
規
は
同
指
令
及
び
共
通
の
目
的

に
合
致
し
た
他
の
加
盟
国
法
に
矛
盾
し
て
適
用
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
回
答
は
、
同
指
令
の
国
際
的
な
適
用
可
能
性

に
つ
い
て
定
め
る
現
行
及
び
将
来
の
規
定
と
合
わ
せ
て
、
同
司
法
裁
判
所
が
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
同

指
令
の
性
質
に
基
づ
く
こ
と
で
可
能
で
あ
っ
た
。」）

44
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こ
の
よ
う
に
、
同
司
法
裁
判
所
に
よ
る
回
答
に
対
し
て
修
正
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、U

nam
ar

事
件
判
決
の
中
心
的
争
点
で
あ
る

「
法
廷
地
加
盟
国
法
の
適
用
可
否
」
に
対
し
て
明
確
な
回
答
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
法
廷
地
法
が
よ
り
大
き
な
追
求
す
る
目
的
（
商

事
代
理
人
の
保
護
）
を
受
け
入
れ
、
か
つ
（
法
廷
地
法
に
）
国
内
法
化
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
の
追
求
す
る
目
的
（
商
事
代
理
人
の
保
護
）
に
相
違

す
る
と
き
」
と
い
う
法
律
要
件
と
「
Ｅ
Ｃ
指
令
及
び
共
通
の
目
的
（
商
事
代
理
人
の
保
護
）
が
一
致
す
る
他
の
加
盟
国
法
に
矛
盾
す
る
こ
と

な
く
、（
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
）
法
廷
地
の
国
内
強
行
法
規
が
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
法
律
効
果
か
ら
な
る
法
廷
地
加
盟
国
法
の
適

用
可
否
に
関
す
る
判
断
基
準
が
新
た
に
導
き
出
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
判
断
基
準
は
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
Ｅ
Ｃ
指
令
の

性
質
に
基
づ
く
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
旨
言
及
さ
れ
る
。



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
六
三

5　

最
低
限
の
調
和
（directives d

’ harm
onisation m

inim
ale

）
を
定
め
る
Ｅ
Ｃ
指
令

　

更
に
、
ダ
ヴ
ー
教
授
は
、
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
殆
ど
考
慮
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
法
間
の
最
低
限
の
調
和
を
定
め

る
Ｅ
Ｃ
指
令
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
る
。
同
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
統
一
法
化
に
よ
る
立
法
の
調
和
を
掲
げ
て
採
択
さ
れ
た
が
、
同
指
令

が
各
加
盟
国
に
お
い
て
国
内
法
化
さ
れ
る
際
に
、
そ
の
形
式
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
国
内
立
法
者
に
裁
量
の
余
地
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
加
盟
諸
国
間
に
法
的
差
異
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
同
指
令
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
新
た
な
抵
触
法
の
問
題
を
招
い
て
い

る
と
い
え
よ
う）

45
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。
同
教
授
は
、
Ｅ
Ｕ
が
採
用
す
る
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
の
分
析
に
あ
た
り
、
ま
ず
同
指
令
と
相
違
す
る
最
大
限

の
調
和
を
定
め
る
指
令
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絶
対
性
（l

’ impérativité européenne

）
が
指
令
に
由
来
す
る
と
き
、
完
全
な
又
は
最
大
限
の
調
和
を
定
め
る
指

令
と
制
定
さ
れ
た
規
則
の
実
体
に
つ
い
て
国
内
立
法
者
に
裁
量
の
余
地
を
与
え
る
指
令
と
の
間
で
相
違
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
前
者

の
場
合
、
関
連
す
る
加
盟
諸
国
に
お
い
て
最
大
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
に
適
合
す
る
国
内
法
化
は
抵
触
法
上
の
法
適
用
に
関
す
る

問
題
を
解
消
し
、
ま
たU

nam
ar

事
件
に
お
い
て
生
じ
た
抵
触
法
上
の
法
適
用
に
関
わ
る
秩
序
の
問
題
（les problèm

es de l

’ ordre 

de celui

）
を
消
滅
さ
せ
る
。
た
と
え
か
か
る
（
指
令
の
）
国
内
法
化
が
法
廷
地
加
盟
国
に
お
い
て
指
令
に
適
合
し
な
い
も
の
で
あ
っ

て
も
、
こ
の
問
題
は
決
し
て
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
法
廷
地
加
盟
国
は
よ
り
（
要
件
の
）
厳
格
な
自
国
の
強
行
法
規

の
適
用
を
強
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
自
国
の
強
行
法
規
の
適
用
を
強
い
る
こ
と
で
Ｅ
Ｕ
法
（le droit de l

’ Union

）

に
反
し
て
（
自
国
の
強
行
法
規
を
）
指
令
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
強
行
法
規
に
つ
い
て
は
、



二
六
四

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
調
和
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
て
過
小
し
た
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
解
釈
は
契
約
に
適
用
し
得
る
一
般
原

則
に
従
い
第
三
加
盟
国
（un tiers Etat m

em
bre

）
の
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
な
紛
争
に
お
い
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
今

回
、
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
が
第
三
加
盟
国
（le tiers Etat m

em
bre

）
に
お
い
て
指
令
に
適
合
し
な
い
国
内
法
化
が
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
場
合
、
そ
の
不
適
切
な
国
内
法
化
の
問
題
を
解
決
す
る
の
は
強
行
法
規
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
介
し
て
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く

む
し
ろ
国
際
公
序
の
適
用
排
除
を
介
し
て
で
あ
り
（
ロ
ー
マ
条
約
第
一
六
条
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
二
一
条
）、
付
託
裁
判
所
に
お
い
て
同

指
令
に
一
致
し
な
い
外
国
法
を
排
除
し
て
同
指
令
に
一
致
す
る
法
廷
地
法
を
そ
の
（
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
て
い
た
）
外
国
法
に
代
え

て
適
用
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。」）
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最
大
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
に
よ
れ
ば
、
加
盟
諸
国
法
は
ほ
ぼ
完
全
に
統
一
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
み
た
よ
う
に
、
最
大
限
の

調
和
を
定
め
る
指
令
に
適
合
し
て
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
は
同
指
令
と
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
盟
諸
国
間
の
法
的

差
異
が
生
じ
る
こ
と
な
く
、
抵
触
法
上
の
複
雑
な
問
題
は
解
消
さ
れ
る
。
た
と
え
同
指
令
に
適
合
し
な
い
国
内
法
化
が
な
さ
れ
て
も
、
問

題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
よ
り
厳
格
な
規
定
を
定
め
る
法
廷
地
強
行
法
規
が
同
指
令
に
適
合
し
な
い
国
内
法
化
が
な
さ
れ

て
い
る
場
合
、
か
か
る
法
廷
地
強
行
法
規
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
調
和
（
統
一
）
を
考
慮
し
て
同
指
令
に
一
致
さ
せ
る
よ
う
な
過
小
し
た
解
釈

が
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
加
盟
国
と
の
紛
争
に
お
い
て
は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
に
従
い
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
、

今
回
のU
nam

ar

事
件
に
お
い
て
、
契
約
で
選
択
さ
れ
た
法
が
第
三
加
盟
国
に
お
い
て
最
大
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
に
適
合
し
な
い

国
内
法
で
あ
っ
た
場
合
、
当
該
問
題
の
解
決
は
、
強
行
法
規
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
介
し
て
で
は
な
く
、
公
序
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
付
託
裁
判
所
に
お
い
て
同
指
令
に
一
致
し
な
い
外
国
法
（
第
三
加
盟
国
法
）
は
公
序）

47
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に
よ
り
排
除
さ
れ
、
同
指
令
に
一
致
す
る
法
廷
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ロ
ッ
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事
代
理
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契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
六
五

地
法
が
そ
の
外
国
法
に
代
え
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
大
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
に
よ
れ
ば
、
難
題
と
な
っ
て

い
る
抵
触
法
上
の
現
実
的
な
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

次
に
、
最
大
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
に
対
し
て
、
検
討
の
余
地
が
十
分
に
残
さ
れ
て
い
る
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
る
。

　
「〔
Ｅ
Ｕ
の
競
合
す
る
立
法
権
限
に
関
す
る
補
充
性
（la subsidiarité des com

pétences norm
atives concurrentes de l

’ Union

）

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
優
先
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
〕
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
の
場
合
、
Ｅ
Ｃ
司
法
裁
判
所

は
、
一
方
で
、
指
令
の
特
殊
な
性
質
及
び
役
割
を
十
分
に
検
討
し
な
か
っ
た
こ
と
、
他
方
で
、
指
令
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
及
び
国
際

的
な
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
背
景
（le contexte

）
を
厳
密
に
再
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法

の
抵
触
に
関
す
る
問
題
を
十
分
に
解
決
し
た
と
は
い
え
な
い
。U

nam
ar

事
件
判
決
に
お
い
て
は
、
先
例
と
な
る
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事

件
判
決
と
の
根
本
的
な
区
別
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
の
、
判
決
の
動
機
付
け
に
つ
い
て
述
べ
る
最
後
か
ら
二
番
目
の
第
五
一
判
示
事

項
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
〇
一
三
年
の
（U

nam
ar

）
事
件
は
加
盟
諸
国
と
い
う
側
面
か
ら
す
れ
ば
国
際

的
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
け
る
事
例
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
最
初
の
（
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
）
判
決
は
、（
ア
メ
リ
カ
の

本
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
事
代
理
人
と
の
）
純
粋
に
国
際
的
な
背
景
（contexte

）
に
お
い
て
判
決
が
下
さ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
契
約

中
に
明
示
さ
れ
た
法
選
択
に
か
か
わ
ら
ず
同
指
令
が
絶
対
的
な
遵
守
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
け

る
抵
触
法
の
範
囲
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
だ
け
で
あ
る
。
十
分
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
（
つ
ま
り
、
国
際
的
に
絶

対
的
な
強
行
法
規
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
も
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
適
用
さ
れ
る
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
に
代
え
ら
れ
る
ロ
ー
マ
条
約



二
六
六

第
七
条
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
で
は
な
く
）、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
は
、
新
た
な
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
三
条
第
四
項
の
法
的
根
拠

に
基
づ
い
た
Ｅ
Ｕ
の
法
秩
序
に
従
い
当
然
の
権
利
と
し
て
域
内
関
係
に
適
用
で
き
る
Ｅ
Ｕ
の
純
然
た
る
絶
対
的
強
行
規
則
（règle 

sim
plem

ent im
pérative de l

’ Union européene

）
と
し
て
援
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（La présentation de celui-ci in Le sort des 

règles im
pératives dans le règlem

ent Rom
e I, préc. D

. 2008. 2165 

参
照
）。
も
っ
と
も
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
三
条
第
四
項
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が
将
来
に
向
け
て
そ
の
先
例
を
も
く
ろ
む
願
望
が
な
け
れ
ば
、
た
と
え
同
条
項
の
検
討
が
裁
判
所
（juge

）

に
課
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、U

nam
ar

事
件
判
決
で
葬
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。」）

48
（

　

み
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
と
加
盟
国
間
で
立
法
権
限
が
競
合
す
る
場
合
に
考
慮
さ
れ
る
補
充
性
の
原
則）

49
（

に
鑑
み
れ
ば
、
加
盟
諸
国
に
立
法
権

限
の
優
先
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
る
場
合
、

各
加
盟
国
の
立
法
者
に
裁
量
の
余
地
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
指
令
が
追
求
す
る
最
低
限
の
目
的
を
満
た
し
た
内
容
を
規
定
す

る
加
盟
国
法
な
い
し
同
指
令
が
定
め
る
最
低
限
の
目
的
よ
り
も
よ
り
充
実
し
た
内
容
を
規
定
す
る
加
盟
国
法
が
存
在
し
、
当
然
、
加
盟
諸

国
法
間
で
抵
触
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
同
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
生
じ
た
紛
争
事
件
が
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
十
分
に

解
決
さ
れ
て
い
な
い
旨
言
及
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
同
指
令
の
特
殊
な
性
質
及
び
役
割
が
十
分
に
検
討
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
第
二
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
及
び
国
際
的
な
紛
争
に
同
指
令
が
適
用
さ
れ
る
背
景
に
つ
い
て
厳
密
に
再
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
、
同
司
法
裁
判
所
はU

nam
ar

事
件
判
決
第
五
一
判
示
事
項
で
よ
う
や
く
イ
ン
グ
マ
ー

ル
事
件
と
の
相
違
す
る
背
景
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

50
（

。
こ
れ
ら
事
件
の
相
違
す
る
背
景
に
つ
い
て
再
度
確
認
す
れ
ば
、

イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
が
商
事
代
理
人
を
保
護
し
な
い
法
を
定
め
る
第
三
国
の
本
人
と
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
商
事
代
理
人
保
護
法



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
六
七

を
定
め
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
商
事
代
理
人
と
の
純
粋
に
国
際
的
な
背
景
に
お
い
て
判
決
が
下
さ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、U

nam
ar

事
件
は
加
盟
諸
国
間
と
い
う
側
面
か
ら
す
れ
ば
国
際
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
を
定
め

る
加
盟
諸
国
同
士
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
け
る
事
例
で
あ
っ
た
。
純
粋
に
国
際
的
な
背
景
に
お
い
て
判
決
が
下
さ
れ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル

事
件
で
は
、
共
同
体
の
法
秩
序
を
維
持
す
る
と
い
う
、〔
旧
〕
Ｅ
Ｃ
条
約
の
目
的）

51
（

を
達
成
す
る
た
め
に
Ｅ
Ｃ
指
令
が
共
同
体
全
域
に
お
い

て
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら）

52
（

、
た
と
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
と
契
約
を
締
結
し
た
本
人
が
第

三
国
で
設
立
さ
れ
て
い
て
も
、
当
事
者
自
治
の
原
則
を
理
由
に
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
加
盟
国
法
を
回
避

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た）

53
（

。
た
だ
し
、
同
教
授
は
、
契
約
準
拠
法
に
拘
わ
ら
ず
同
指
令
が
絶
対
的
に
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
け
る
抵
触
法
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
旨
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
同
司
法
裁
判
所

は
同
指
令
の
強
行
法
規
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
が
、
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
同
指
令
第
一
七
条）

54
（

及
び
第
一
八
条）

55
（

が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟

国
法
は
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
九
条）

56
（

に
代
え
ら
れ
る
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条）

57
（

の
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
的
な
絶
対
的
強
行
法
規

で
は
な
い
。
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
は
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
三
条
第
四
項）

58
（

の
法
的
根
拠
に
基
づ
い
た
Ｅ
Ｕ
の
法
秩
序
に
従
い
当
然

の
権
利
と
し
て
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
事
件
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
の
絶
対
的
強
行
規
則
と
し
て
援
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
純
粋
な

Ｅ
Ｕ
域
内
事
件
に
お
け
る
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
同
教
授
は
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
Ｅ
Ｃ
指
令
の
適
用
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
率
直
な
見
解
を
述
べ
ら
れ
る
。

　
「
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
各
国
内
法
の
具
現
化
（l

’ incarnation

）
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
指
令
の
国
際
的
な
事
件
に
お
け
る
適
用

に
つ
い
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
ま
だ
解
決
す
る
に
は
程
遠
い
。
さ
し
あ
た
り
率
直
な
見
解
（une idée sim

ple

）
を
述
べ
れ



二
六
八

ば
、
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
指
令
は
、
と
り
わ
け
、
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
三
条
一
項
に
基
づ
い
て
適
切
に
選
択
さ
れ

た
同
指
令
が
適
切
に
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
（celle

）、
そ
し
て
付
随
的
に
同
第
三
条
四
項
に
従
い
適
用
さ
れ
た
同
指
令
が
適
切

に
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
と
い
っ
た
、
な
ん
ら
か
の
形
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
の
契
約
に
対
し
て
当
然
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
共
同
体
法
の
国
際
的
な
事
件
関
係
（les rapports internationaux

）
に
お
い
て
、
指
令
の
追
求
す
る
目
的
及
び
場
合

に
よ
っ
て
は
次
々
に
制
定
さ
れ
た
国
内
法
の
独
自
の
目
的
を
事
前
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
付
託
裁
判
所
が
、
強
行
法
規
の

一
般
的
な
定
義
に
合
致
し
た
厳
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
い
て
、
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
家
法
の
一
方
又
は
他
方
に
強
行
法
規

と
し
て
の
資
格
を
付
与
し
な
い
限
り
、
調
和
を
定
め
る
指
令
は
一
般
的
抵
触
規
定
（le règlem

ent norm
al des confl icts de lois

）
を

徹
底
的
に
排
除
す
こ
と
は
一
切
な
い
。」）

59
（

　

以
上
よ
り
、
ダ
ヴ
ー
教
授
の
見
解
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
Ｅ
Ｃ
指
令
は
、
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
三

条
第
一
項）

60
（

の
当
事
者
自
治
原
則
に
基
づ
い
て
選
択
さ
れ
た
国
内
法
及
び
同
第
三
条
第
四
項
に
従
い
純
粋
域
内
事
件
に
お
け
る
共
同
体
の
強

行
法
規
と
し
て
適
用
さ
れ
た
国
内
法
の
よ
う
に
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
の
形
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
の
契
約
に
当
然
の
権
利

と
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
第
三
条
第
四
項
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
強
行
法
規
は
、
当
事
者
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
外

国
法
が
選
択
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
適
用
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い）

61
（

。
先
述
さ
れ
た
よ
う
に
、
同
指
令
に
強
行
法
規
と
し
て
の
資
格

が
付
与
さ
れ
る
よ
り
も
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
Ｅ
Ｕ
法
上
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
直
接
適
用
規
定
で
あ
る
こ
と
が
考
慮

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
共
同
体
法
に
関
わ
る
国
際
的
な
事
件
関
係
に
お
い
て
は
、
国
内
付
託
裁
判
所
が
、「
ま
ず
欧
州

領
域
レ
ベ
ル
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
指
令
の
追
求
す
る
目
的
に
つ
い
て
、
次
に
国
内
レ
ベ
ル
に
お
け
る
国
内
法
独
自
の
目
的
に
つ
い
て
検
討
し
た



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
六
九

結
果
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
に
『
強
行
法
規
』
と
し
て
の
国
際
的
適
用
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
き
」（
強
行
法
規
の
適
用
に
係
わ

る
判
断
基
準
の
形
成
基
準
の
法
律
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
き
）
に
、「
国
内
レ
ベ
ル
ま
た
は
地
域
レ
ベ
ル
で
優
位
的
に
定
義
さ
れ
た
果
た
す
べ
き

特
定
の
立
法
目
的
が
存
在
し
、
か
つ
、
そ
の
立
法
目
的
の
追
求
が
国
際
関
係
上
、
少
な
く
と
も
特
定
の
場
合
」（
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）

に
「（
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
）
国
家
或
い
は
地
域
社
会
の
組
織
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
な
ら

ば
、
当
該
国
内
法
が
強
行
法
規
と
し
て
適
用
さ
れ
る
」（
強
行
法
規
の
適
用
に
係
わ
る
判
断
基
準
）
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
指
令
が

国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
強
行
法
規
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
限
り
、
調
和
を
定
め
る
同
指
令
は
決
し
て
内
外
国
法
の
適
用
を
広
く

一
般
的
に
定
め
る
一
般
的
抵
触
規
定
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
同
司
法
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
批
判
的
な
見
解
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た）

62
（

。

　

以
上
が
、
ダ
ヴ
ー
教
授
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
対
す
る
論
評
の
概
要
で
あ
る
。

三　

結
び
に
代
え
て

1　

小
稿
で
は
、
前
稿
のN

ourissat

教
授
に
続
き
、U

nam
ar

事
件
判
決
に
対
し
て
批
判
的
検
討
を
行
う
ダ
ヴ
ー
教
授
の
論
評
を
紹
介

し
た
。
ダ
ヴ
ー
教
授
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
の
適
用
可
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
最
低
限

の
調
和
を
定
め
る
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
に
お
い
て
生
じ
た
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
事
件
と
当
事
者
自
治
を
原
則
と
す
る
国

際
契
約
規
則
に
基
づ
く
国
際
契
約
関
係
事
件
と
は
区
別
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
先
例
の
対
象
と
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
と
第
三
国
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
間
で
紛
争
が
生
じ
た
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
事
件
の



二
七
〇

U
nam

ar

事
件
判
決
と
空
間
的
次
元
が
異
な
り
、
区
別
し
て
検
討
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
Ｅ

Ｕ
司
法
裁
判
所
は
、
空
間
的
次
元
が
異
な
る
点
に
つ
い
て
は
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
特
に
区
別
し
て
分
析
す
る
こ
と
は
な
く
、
イ
ン

グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
を
踏
襲
す
る
形
で
、
商
事
代
理
人
の
保
護
を
前
提
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
に
お
け
る
商
事
代
理
人
契
約
に
つ
き
当

事
者
自
治
を
制
限
し
て
法
廷
地
加
盟
国
の
強
行
法
規
の
適
用
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、N

ourissat

教
授
は
、
と
り
わ
け
区

別
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
な
い
が
、U

nam
ar

事
件
判
決
が
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
事
件
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
当
該
問
題
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
一
）　

強
行
法
規
性
の
有
無

　

同
司
法
裁
判
所
は
、
法
廷
地
加
盟
国
法
の
強
行
法
規
性
の
有
無
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
当
該
法
の
根
底
と
な
る
Ｅ
Ｃ
指
令
に
強

行
的
な
性
質
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
七
条
及
び
第
一
八
条
は
、
同
指
令
の
立
法
目
的
で
あ
る
「
商
事
代

理
人
の
保
護
」
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
条
項
で
あ
り
、「
契
約
終
了
後
の
商
事
代
理
人
の
保
護
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

同
指
令
に
強
行
的
な
性
質
が
付
与
さ
れ
る
も
の
と
み
な
し
た）

63
（

。
な
お
、
法
廷
地
加
盟
国
法
の
強
行
法
規
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ

Ｉ
規
則
第
九
条
第
一
項
の
文
言
に
一
致
す
る
先
例
で
言
及
さ
れ
た
強
行
法
規
性
の
解
釈
に
触
れ
ら
れ
る）

64
（

。
同
規
則
第
九
条
第
一
項
に
よ
れ

ば
、「
政
治
的
、
社
会
的
又
は
経
済
的
組
織
な
ど
の
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
遵
守
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
」
と
み
な
さ

れ
る
場
合
、
当
該
法
は
強
行
法
規
と
し
て
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
条
第
二
項
に
よ
れ

ば
、
法
廷
地
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
は
制
限
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
加
盟
国
に
お
い
て
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
こ

と
が
加
盟
国
に
お
け
る
経
済
組
織
の
保
護
に
極
め
て
重
要
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
規
定
は
強
行
法
規
と
し
て
適

用
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
当
事
者
に
よ
り
同
様
の
強
行
法
規
を
有
す
る
別
の
加
盟
国
法
が
選
択
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
法
廷
地
に



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
七
一

お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。」
と
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
規
則
は
当
該
事
件
当
時
、
除
斥
期
間
を
理
由
に
本
件
に
は

適
用
さ
れ
ず
、
同
司
法
裁
判
所
は
ロ
ー
マ
条
約
に
従
い
法
廷
地
加
盟
国
法
の
強
行
法
規
性
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

65
（

。

　

な
お
、N

ourissat

教
授
に
つ
い
て
も
、
法
廷
地
加
盟
国
法
の
強
行
法
規
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
同
司
法
裁
判
所
と
同
様
ロ
ー
マ
Ⅰ
規

則
第
九
条
に
従
い
判
断
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
同
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
強
行
法
規
は
「
公
的
利
益
を
保
護

す
る
た
め
」
に
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
絶
対
的
強
行
規
定
で
あ
り
、「
商
事
代
理
人
の
保
護
」
と
い
う
私
的
利
益
を
保

護
す
る
よ
う
な
規
定
に
つ
い
て
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
の
問
題
が
生
じ
る）

66
（

。
同
教
授
に
よ
れ
ば
、「
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
同
法
律

（
法
廷
地
加
盟
国
法
）
は
ベ
ル
ギ
ー
議
会
に
よ
り
「
公
的
利
益
」
を
保
護
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
行
法
規
性
が
肯
定

さ
れ
る
も
の
」
と
推
測
さ
れ
る）

67
（

。
他
方
、
ダ
ヴ
ー
教
授
は
、「
私
的
利
益
」
に
関
わ
る
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
「
商
事
代
理

人
の
保
護
」
に
つ
い
て
の
同
条
項
の
適
用
に
対
し
て
は
否
定
的
な
立
場
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九

条
よ
り
も
む
し
ろ
、
当
事
者
自
治
に
つ
い
て
定
め
る
本
規
則
前
段
第
一
一
項）

68
（

及
び
強
行
法
規
に
つ
い
て
定
め
る
同
前
段
第
三
七
項）

69
（

に
よ
り

解
決
で
き
る
旨
提
言
さ
れ
る
。

　
（
二
）　

純
粋
Ｅ
Ｕ
域
内
事
件
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
可
否

　

U
nam

ar

事
件
判
決
で
は
、「
付
託
裁
判
所
が
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
同
指
令
に
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き

な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
、
法
廷
地
加
盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
法
廷
地
加
盟
国
の
議
会
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
詳

細
な
評
価
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
限
り
、
法
廷
地
法
は
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
同
指
令
に
よ
り
最
低
限
度
の

保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
る
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
に
優
先
し
て
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
可
否

の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
強
行
規
定
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
付
与
す
る
強
行
性
の
高
い
強



二
七
二

行
法
規
で
あ
る
場
合
、
法
廷
地
の
強
行
規
定
は
当
事
者
自
治
原
則
に
優
先
し
て
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
強
行
法
規
の
特
別
連
結
論

を
採
用
す
る
判
断
が
下
さ
れ
た
。
か
か
る
同
司
法
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
、
ダ
ヴ
ー
教
授
及
びN

ourissat

教
授
は
本
件
が
純
粋
Ｅ
Ｕ
域

内
事
件
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
見
解
を
示
さ
れ
る
。
一
方
、
ダ
ヴ
ー
教
授
は
、「
法
廷
地
法
が
よ
り
大
き
な
追
求
す

る
目
的
（
商
事
代
理
人
の
保
護
）
を
受
け
入
れ
、
か
つ
（
法
廷
地
法
に
）
国
内
法
化
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
の
追
求
す
る
目
的
（
最
低
限
の
商
事
代

理
人
の
保
護
）
に
相
違
す
る
と
き
、
Ｅ
Ｃ
指
令
及
び
（
商
事
代
理
人
の
保
護
と
い
う
）
共
通
の
目
的
が
合
致
す
る
他
の
加
盟
国
法
に
矛
盾
す
る

こ
と
な
く
、（
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
）
法
廷
地
の
国
内
強
行
法
規
が
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
法
廷
地
加
盟
国
法
の
適
用
可
否
の
判
断

基
準
を
示
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
判
断
基
準
は
最
低
限
の
調
和
を
定
め
る
Ｅ
Ｃ
指
令
の
性
質
に
基
づ
く
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
旨
指
摘
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
最
低
限
の
調
和
を
定
め
た
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
は
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
九
条
に
代

え
ら
れ
る
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
の
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
的
な
絶
対
的
強
行
法
規
で
は
な
い
。
同
指
令
が
国
内
法
化
さ

れ
た
法
は
、
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
三
条
第
四
項
の
法
的
根
拠
に
基
づ
い
た
Ｅ
Ｕ
の
法
秩
序
に
従
い
当
然
の
権
利
と
し
て
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
事

件
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
の
絶
対
的
強
行
規
則
と
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
述
べ
ら
れ
る
。
な
お
、
同
条
項
に
従
え
ば
、
純
粋
な
域
内
事
件
に
お

い
て
共
同
体
の
強
行
法
規
は
、
当
事
者
に
よ
る
加
盟
国
法
以
外
の
選
択
に
よ
っ
て
も
適
用
を
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
他
方
、

N
ourissat

教
授
は
、
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
い
て
い
ず
れ
も
同
じ
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
と
法

廷
地
法
間
で
競
合
す
る
場
合
に
は
、
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
九
条
よ
り
も
む
し
ろ
本
規
則
第
三
条
第
三
項）

70
（

に
従
い
解
決
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ

る
）
71
（

。

　
（
三
）　

国
際
的
な
事
件
関
係
に
お
け
る
加
盟
国
強
行
法
規
の
適
用
可
否

　

さ
ら
に
、
ダ
ヴ
ー
教
授
は
、
解
決
に
は
程
遠
い
国
際
的
な
事
件
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
。
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
強



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
七
三

行
法
規
と
し
て
の
資
格
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
が
Ｅ
Ｕ
法
上
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

直
接
適
用
規
定
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
、
す
な
わ
ち
「
規
則
」
は

「
そ
の
全
て
の
部
分
が
拘
束
力
を
も
ち
、
か
つ
、
全
て
の
加
盟
国
で
直
接
適
用
可
能
で
あ
る
」）

72
（

こ
と
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る）

73
（

。
同
教
授

は
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
実
質
法
の
直
接
適
用
及
び
公
序
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
同
教
授
に
よ
る
見
解
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
同
体
法
に
関
わ
る
国
際
的
な
事
件
関
係
に
お
い

て
は
、
国
内
付
託
裁
判
所
が
、「
ま
ず
欧
州
領
域
レ
ベ
ル
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
指
令
の
追
求
す
る
目
的
に
つ
い
て
、
次
に
国
内
レ
ベ
ル
に
お
け

る
国
内
法
独
自
の
目
的
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
に
『
強
行
法
規
』
と
し
て
の
国
際
的
適
用
適
格
が
認

め
ら
れ
る
と
き
、
国
内
レ
ベ
ル
ま
た
は
地
域
レ
ベ
ル
で
優
位
的
に
定
義
さ
れ
た
果
た
す
べ
き
特
定
の
立
法
目
的
が
存
在
し
、
か
つ
、
そ
の

立
法
目
的
の
追
求
が
国
際
関
係
上
、
少
な
く
と
も
特
定
の
場
合
、（
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
）
国
家
或
い
は
地
域
社
会
の
組
織
を
保

護
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
な
ら
ば
、
当
該
国
内
法
が
強
行
法
規
と
し
て
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
加
盟
国
強
行

法
規
の
適
用
可
否
に
関
す
る
決
定
基
準
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
が
強
行
法
規
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
限
り
、
調
和
を
定
め
る
同
指
令
は
決
し
て
当
事
者
自
治
原
則
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
当
事
者
自
治
の

原
則
を
遵
守
す
る
一
方
で
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
実
質
国
内
強
行
法
規
の
直
接
適
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う）

74
（

。

2　

勿
論
、
特
殊
な
体
制
を
有
す
る
Ｅ
Ｕ
と
わ
が
国
と
の
法
制
に
つ
い
て
は
次
元
を
異
に
す
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ヴ
ー
教
授
に
よ
る
見
解
が

わ
が
国
に
お
い
て
必
ず
し
も
強
行
法
規
の
適
用
可
否
を
判
断
す
る
う
え
で
直
接
有
効
な
解
決
策
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

強
行
法
規
に
つ
い
て
解
釈
を
行
う
に
あ
た
り
、
こ
こ
で
の
紹
介
が
少
し
で
も
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、



二
七
四

商
事
代
理
人
契
約
の
準
拠
法
に
つ
い
て
具
体
的
な
判
断
基
準
が
示
さ
れ
て
い
な
い
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
の
動
向
を
参

考
に
、
今
後
も
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

‘United A
ntw

erp M
aritim

e A
gencies

（U
nam

ar

）N
V
 contre N

avigation M
aritim

e Bulgare

’（C-184/12

）, A
rrêt de la cour

（troisiém
e cham

bre

）17 octobre 2013.  

本
件
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強

行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
」（
法
学
新
報
第
一
二
三
巻
第
五
・
六
号
、
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
）
二
〇
七
頁
が
あ
る
。

（
2
）　Council D

irective 86/653/EEC of 18 D
ecem

ber 1986 on the coordination of the law
s of the M

em
ber States relating to 

self-em
ployed com

m
ercial agents

（O
ffi  cial Journal L 382, 31/12/1986 pp. 17-21, T

he E
uropean U

nion O
n-Line, Case law

/
http://curia.europa.eu/jurisp/cgi-binform

.pl?lang=en

）.

（
3
）　D

V
 N

o. 59 of 21 July 2006.

（
4
）　la loi du 13 avril 1995 relative au contrat d

’ agence com
m
erciale

（M
oniteur belge du 2 juin 1995, p. 15621, ci-après la «loi 

relative au contrat d

’ agence com
m
erciale»

）.

（
5
）　

欧
米
に
お
け
る
本
件
に
関
す
る
論
評
と
し
て
、
前
稿
で
紹
介
し
たCyril N

ourissat

（
後
掲
注（
10
））
及
び
本
稿
で
紹
介
す
るLouis d

’ Avout

（
後
掲
注（
9
））
の
他
、O
livier Cachard, Les lois de police com

m
unautaires n

’ existent pas, ce n

’ est qu

’ une illusion. . . , Le 
droit m

aritim
e français 2014 pp. 299-307

（FR
） ; 

 Jean-M
ichel Jacquet, Confl its de lois, Journal du droit international 2014 

pp. 625-639

（FR

） ; 
 Pascale D

eum
ier, 

 Les lois de transposition, lois de police, Revue des contrats 2014 pp. 80-82

（FR

） ; 
 

Pauline D
alm

azir, Lorsque la Cour a ses raisons que la raison ignore : 
 à propos de l

’ arrêt U
nam

ar, Revue Lam
y droit des 

aff aires 2014 nº 92 pp. 56-59

（FR

） ; 
 T
hilo V

on Bodungen, 
“Rechtsw

ahl hilft nicht im
m
er

”, Betriebs-Berater 2014 pp. 403

（D
E

） ; 
 Jan D

. Lüttringhaus, Eingriff snorm
en im

 internationalen U
nionsprivat- und Prozessrecht : 

 V
on Ingm

ar zu 
U
nam

ar, Praxis des internationalen Privat- und V
erfahrensrechts 2014 pp. 146-152

（D
E

） ; 
 Laurence Idot, Statut des 

agents com
m
erciaux et qualifi cation de lois de police, Europe 2013 D

écem
bre Com

m
. nº 12 pp. 54-55

（FR

） ; 
 Pascal 

H
ollander, L

’ arrêt U
nam

ar de la Cour de justice : 
 une bom

be atom
ique sur le droit belge de la distribution com

m
erciale?, 



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
七
五

Journal des tribunaux 2014 pp. 297-301

（FR

） ; E.J.A
. 

 Franssen, Jurisprudentie arbeidsrecht 2013 nº 302

（N
L

） ; 
 A
.A

.H
. 

van H
oek, Beëindigingsvergoedingen voor handelsagenten en algem

een belang, A
rs aequi 2014 pp. 466-479

（N
L

） ; 
 Jan-

Jaap K
uipers, Jochem

 V
lek, H

et H
of van Justitie en de bescherm

ing van de handelagent : 
 over voorrangsregels, 

dw
ingende bepalingen en openbare orde, N

ederlands internationaal privaatrecht 2014 nº 198-206

（N
L

） ; 
 Fieke V

an 
O
verbeeke, D

w
ingende bepalingen van U

nierecht, S.E.W
. ; 

 Sociaal-econom
ische w

etgeving 2014 pp. 412-416

（N
L

） ; 
 

Laura M
aria van Bochove, O

verriding M
andatory Rules as a V

ehicle for W
eaker Party Protection in European Private 

International Law
, 7 E

rasm
us L. R

ev. 147

（2014

）pp. 147-156 ; 
 Ellen Eftestol-W

ilhelm
sson, T

he EU
 D

irective on Self-
Em

ployed Com
m
ercial A

gents - A
pplicability and M

andatory Scope, 39 T
ul. M

ar. L.J. 675

（2014-2015

）pp. 675 to 698

等
多
数
あ
る
。

（
6
）　

“Ingm
ar GB Ltd v. Eaton Leonard T

echnologies Inc.

”（Case C-381/98

）, Court of Justice of the European Com
m
unities

（Fifth Cham
ber

）, 9 N
ov. 2000.  

イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
に
つ
き
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
私
法
に
お
け
る
商
事

代
理
人
契
約
の
準
拠
法
に
つ
い
て
│
│
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
九
日
判
決
「
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
」
の
検
討
│
│
」（『
大
学
院
研
究
年

報
』、
第
三
五
号
、
法
学
研
究
科
篇
、
中
央
大
学
、
二
〇
〇
五
年
）
二
五
一
頁
の
他
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
（
山
内
惟
介
訳
）「
第
四
章

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
国
際
私
法
の
史
的
展
開
と
現
状
」『
ド
イ
ツ
民
法
・
国
際
私
法
論
集
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
）
七
九
頁
、
今
野
裕

之
・
桑
原
康
行
「
代
理
商
指
令
の
国
際
的
強
行
法
規
制
」（『
国
際
商
事
法
務
』
三
二
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）
一
五
三
〇
頁
及
び
新
川
量
子

「
国
際
私
法
に
お
け
る
絶
対
的
強
行
法
規
と
「
法
の
同
化
」
の
限
界
」（
カ
ー
ル
・
リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
、
高
山
佳
奈
子
編
『
法
の
同
化
│
│
そ
の

基
礎
、
方
法
、
内
容　

ド
イ
ツ
か
ら
の
見
方
と
日
本
か
ら
の
見
方
』D

e Gruyter Recht,

二
〇
〇
七
年
）
四
〇
七
頁
が
あ
る
。

（
7
）　Louis d

’ Avout, professeur à l

’ Université Pantheon-A
ssas

（Paris II

）.

（
8
）　

当
事
者
自
治
の
原
則
に
対
す
る
制
限
論
と
し
て
、
質
的
制
限
説
、
量
的
制
限
説
、
法
律
回
避
に
よ
る
制
限
説
の
ほ
か
、
公
法
の
属
地
的
適
用
理

論
、
公
序
論
そ
し
て
強
行
法
規
の
特
別
連
結
理
論
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
折
茂
豊
「
当
事
者
自
治
の
原
則
」（
創
文
社
、

一
九
七
〇
年
）
一
二
七
項
以
下
で
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
桑
田
三
郎
「
国
際
私
法
に
お
け
る
強
行
的
債
務
法
の
連
結
問
題
」（
法
学
新
報
、
五

九
巻
一
一
号
、
一
九
五
二
年
）
五
〇
頁
以
下
参
照
）、
井
之
上
宣
信
「
国
際
私
法
に
お
け
る
特
別
連
結
理
論
に
つ
い
て
」（
高
岡
法
学
、
創
刊
号
）

二
六
七
│
三
〇
二
頁
、
佐
藤
や
よ
ひ
「
ヴ
ェ
ン
ク
ラ
ー
の
『
強
行
法
規
の
特
別
連
結
理
論
』
に
つ
い
て
」（
甲
南
法
学
、
第
三
七
巻
四
号
、
一
九



二
七
六

九
七
年
）
一
三
九
頁
、
山
田
鐐
一
『
国
際
私
法
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
三
一
八
│
三
二
五
頁
、
溜
池
良
夫
『
国
際
私
法
講
義

（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
三
五
五
│
三
六
三
頁
、
横
溝
大
「
国
際
私
法
の
範
囲
」（
櫻
田
嘉
章
・
道
垣
内
正
人
編
『
注
釈
国
際
私
法

（
第
一
巻
）』
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
三
四
│
四
五
頁
、
楢
﨑
み
ど
り
「W

engler

特
別
連
結
論
に
お
け
る
「
国
際
的
管
轄
権
」」（
法
学
新
報
、

第
一
二
三
巻
第
五
・
六
号
）
六
六
九
頁
等
参
照
。

（
9
）　Louis d

’ Avout, Les directives européennes, les lois de police de transposition et leur application aux contrats 
internationaux, Recueil Le D

alloz 2014 pp. 60-64

（FR

）.

（
10
）　Cyril N

ourissat, D
e l

’ art délicat de m
anier les lois de police en présence d

’ un contrat d

’ agence com
m
erciale intra-

européen. . . , La Sem
aine Juridique - édition générale 2013 nº 49 pp. 2222-2226

（FR

）.

（
11
）　D

’ Avout, supra p. 60.

（
12
）　D

’ Avout, supra p. 60.

（
13
）　

契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
一
九
八
〇
年
七
月
一
九
日
の
ロ
ー
マ
条
約
（
以
下
、「
ロ
ー
マ
条
約
」
と
略
記
。）
第
三
条
第
一
項
は
次
の
よ
う

に
当
事
者
自
治
の
原
則
に
つ
い
て
規
定
す
る
。「
第
一
項　

契
約
は
、
当
事
者
の
選
択
し
た
法
に
規
律
さ
れ
る
。
そ
の
選
択
は
、
明
示
的
に
な
さ

れ
る
か
、
又
は
契
約
を
文
言
若
し
く
は
事
案
の
状
況
か
ら
相
当
の
確
実
性
を
持
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

当
事
者
は
、
自
ら
の
選
択
に
よ
り
、
契
約
全
体
又
は
契
約
の
一
部
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

（
14
）　

ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
は
次
の
よ
う
に
「
強
行
法
規
（lois de police

）」
に
つ
い
て
規
定
す
る
。「
第
一
項　

本
条
約
に
基
づ
い
て
あ
る
国
の
法

を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
事
案
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
他
国
の
法
の
絶
対
的
強
行
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
そ
の
他
国
の
法
に
よ
り
い

か
な
る
法
が
契
約
準
拠
法
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
他
国
の
法
律
に
よ
っ
て
常
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
こ
れ
に

効
果
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
絶
対
的
強
行
規
定
に
効
力
を
付
与
す
る
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
は
、
そ
の
性
質
、
目
的
及
び
そ
の
規

定
の
適
用
ま
た
は
不
適
用
か
ら
生
じ
る
結
果
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
項　

本
条
約
の
規
定
は
、
法
廷
地
の
規
定
で
あ
っ
て
、

契
約
準
拠
法
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
事
案
を
強
行
的
に
規
律
す
る
も
の
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。」

（
15
）　

契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
六
月
一
七
日
の
欧
州
議
会
お
よ
び
理
事
会
Ｅ
Ｃ
規
則
二
〇
〇
八
年
度
五
九
三
号
（JO

L177, p. 6

）。

本
規
則
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
八
日
以
降
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
対
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
以
外
の
Ｅ
Ｕ
構
成
国
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
条
約
に
代

え
て
適
用
さ
れ
る
。
本
規
則
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
高
橋
宏
司
「
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
規
則
（
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
）



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
七
七

│
│
四
つ
の
視
点
か
ら
の
ロ
ー
マ
条
約
と
の
比
較
」
国
際
私
法
年
報
一
三
号
二
〇
一
一
年
二
頁
、
杉
浦
保
友
「
契
約
債
務
に
適
用
さ
れ
る
法
に
関

す
る
欧
州
議
会
お
よ
び
理
事
会
規
則
（Rom

e I

）（
最
終
草
案
全
文
訳
）〔
翻
訳
〕」BLJ O

nline

等
参
照
。

（
16
）　

枠
組
法
律
と
は
、「
一
般
原
則
の
み
を
簡
潔
に
定
め
て
、
そ
の
大
幅
な
枠
組
み
の
中
で
の
必
要
な
細
則
の
制
定
及
び
変
更
は
、
こ
と
に
行
政
権

に
委
ね
る
法
律
」
で
あ
る
。
山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
三
四
七
頁
。

（
17
）　

指
令
は
、
本
来
、
国
内
法
化
に
あ
た
り
一
定
の
形
成
裁
量
を
残
す
法
形
式
で
あ
る
が
、
立
法
実
務
に
お
け
る
指
令
の
規
定
は
、
国
内
法
化
に
あ

た
っ
て
微
々
た
る
裁
量
し
か
国
内
機
関
に
残
さ
れ
な
い
よ
う
な
仔
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
Ｍ
・
ヘ
ル
デ
ー
ゲ
ン
著
・
中
村
匡
志
訳
「
Ｅ
Ｕ
法
」

一
二
二
頁
参
照
）。
ま
た
、
指
令
は
、
国
の
レ
ベ
ル
で
の
枠
組
法
律
と
対
比
し
て
、
欧
州
の
枠
組
法
律
（loi-cadre européenne

）
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
あ
る
（
門
彬
「
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
の
遅
れ
に
苦
慮
す
る
フ
ラ
ン
ス
」
外
国
の
立
法
二
二
三
（
二
〇
〇
五
・
二
）
一
二
四
頁
参
照
）。

欧
州
憲
法
条
約
第
三
三
条
第
一
項
三
段
は
欧
州
の
枠
組
法
律
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
欧
州
枠
組
法
律
は
、
達
成
す
べ
き
目
的
に
照

ら
し
て
、
名
宛
人
で
あ
る
す
べ
て
の
加
盟
国
を
拘
束
す
る
立
法
行
為
で
あ
る
が
、
加
盟
国
の
担
当
機
関
（
と
く
に
立
法
機
関
）
に
は
、
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
（
と
く
に
欧
州
枠
組
立
法
の
国
内
法
転
換
の
）
形
式
や
方
法
に
つ
い
て
裁
量
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。」（EU

R-Lex : 
 http://eur-

lex.europa.eu/legal-content/EN
/A

LL/?uri=O
J:C:2004:310:T

O
C

参
照
）。

（
18
）　D

’ Avout, supra p. 61.

（
19
）　

同
法
律
第
一
八
条
第
三
項
は
告
知
期
間
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
場
合
の
報
酬
に
相
当
す
る
賠
償
金
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
同
第
一

九
条
第
一
項
で
述
べ
る
理
由
の
一
つ
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
は
第
一
項
の
第
二
号
に
規
定
さ
れ
た
告
知
を
す
る
こ
と
な
く
契
約
を
終
了
す

る
当
事
者
は
他
方
当
事
者
に
対
し
、
通
常
告
知
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
た
場
合
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
告
知
期
間
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
場
合
の
報
酬

に
相
当
す
る
賠
償
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。」

（
20
）　

同
法
律
第
二
〇
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
契
約
終
了
後
、
商
事
代
理
人
は
、
本
人
に
新
規
顧
客
を
開
拓
し
た
か
ま
た
は
既
存
の

顧
客
と
の
取
引
を
著
し
く
促
進
さ
せ
た
場
合
、
本
人
が
か
か
る
顧
客
と
の
取
引
か
ら
引
き
続
き
相
当
な
利
益
を
得
て
い
る
限
り
、
補
償
金
・
の
れ

ん
補
償
（une indem

nité d

’ éviction/ a goodw
ill indem

nity

）
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。」

（
21
）　

同
法
律
第
二
一
条
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
商
事
代
理
人
が
同
法
律
第
二
〇
条
に
従
い
補
償
を
得
る
権
利
を
有
し
か
つ
か
か
る
補
償
額
が
商

事
代
理
人
が
実
際
に
被
っ
た
損
害
を
十
分
に
補
償
し
て
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、
商
事
代
理
人
は
、
請
求
し
た
損
害
の
実
際
の
程
度
を
証
明
す
る

こ
と
を
条
件
と
し
て
、
か
か
る
補
償
金
に
加
え
、
実
際
に
被
っ
た
損
害
の
額
と
か
か
る
補
償
金
の
差
額
の
合
計
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
金
を
得
る



二
七
八

こ
と
が
で
き
る
。」

（
22
）　D

’ Avout, supra p. 61.
（
23
）　

第
二
八
判
示
事
項
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
28　

第
二
に
、
本
案
手
続
き
に
お
け
る
紛
争
を
審
理
す
る
た
め
の
裁
判
管
轄
権
の

問
題
が
一
審
お
よ
び
控
訴
審
で
審
議
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
が
一
九
五
八
年
六
月
一
〇

日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
署
名
さ
れ
た
外
国
仲
裁
裁
定
に
係
わ
る
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
国
連
条
約
第
二
条
第
三
項
に
基
づ
い
て
か
か
る
紛
争
を

解
決
す
る
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
付
託
裁
判
所
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
契
約
準
拠
法
の
問
題
の
み
を
提
起
し
て
い
た
。
こ

れ
に
関
し
て
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
裁
判
所
の
確
立
さ
れ
た
判
例
法
（une jurisprudence constante/the settled case-

law

）
に
よ
れ
ば
、
紛
争
が
提
起
さ
れ
た
国
内
裁
判
所
及
び
そ
の
後
の
司
法
判
断
が
、
事
案
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
判
決
を
下
す
こ

と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
先
行
判
決
の
必
要
性
並
び
に
当
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
問
題
の
妥
当
性
を
共
に
判
断
す
る
責
任
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
〔Case C-470/11 Garklans

（2012

）ECR I-0000,  

第
一
七
段
及
び
判
例
法
参
照
〕。
従
っ
て
、
当
裁
判
所
は
裁
判
管

轄
権
に
係
わ
る
問
題
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
提
起
さ
れ
た
（
契
約
準
拠
法
の
）
問
題
に
答
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。」

（
24
）　

第
二
七
判
示
事
項
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
27　

…
…
第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
は
二
〇
〇
四
年
八
月
一
日
付
け
で

効
力
が
発
生
し
た
第
一
議
定
書
に
基
づ
く
ロ
ー
マ
条
約
に
関
す
る
先
行
判
決
の
本
請
求
に
つ
い
て
規
律
す
る
裁
判
管
轄
を
有
す
る
。
同
議
定
書
の

第
二
条
ａ
項
に
よ
れ
ば
、
破
毀
院
は
同
裁
判
所
の
面
前
で
係
争
中
の
事
件
に
お
い
て
発
生
し
た
問
題
お
よ
び
ロ
ー
マ
条
約
の
規
定
の
解
釈
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
当
裁
判
所
に
先
行
判
決
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。」

（
25
）　

一
九
五
八
年
六
月
一
〇
日
付
け
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
署
名
さ
れ
た
外
国
仲
裁
裁
定
に
係
わ
る
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
国
連
条
約
第
二
条
第
三

項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
「
第
三
項　

当
事
者
が
本
条
約
に
い
う
合
意
を
し
た
事
項
に
つ
い
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
と
き
は
、
締
約
国
の
裁
判
所
は
、
そ
の
合
意
が
無
効

で
あ
る
か
、
失
効
し
て
い
る
か
、
又
は
履
行
不
能
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当
事
者
の
一
方
の
請
求
に
よ
り
、
仲
裁
に
付
託
す
べ
き
こ
と

を
当
事
者
に
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
本
条
約
に
つ
い
て
は
道
垣
内
正
人
「
投
資
紛
争
仲
裁
へ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
（
外
国
仲
裁
判
断
の

承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
条
約
の
適
用
可
能
性
」w

w
w
.m

eti.go.jp/policy/trade_policy/epa/pdf/.../N
Y
treaty.pdf

参
照
）。

（
26
）　

第
二
八
判
示
事
項
（
前
掲
注（
23
））
参
照
。

（
27
）　D

’ Avout, supra p. 61-62.



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
七
九

（
28
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
30　

…
…
、
先
行
判
決
を
求
め
て
提
起
し
て
い
る
裁
判
所
に

よ
り
尋
ね
ら
れ
た
問
題
は
、
動
産
売
買
契
約
で
は
な
く
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
商
事
代
理
人
契
約
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
や

は
り
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
規
定
を
国
内
法
化
す
る
と
き
に
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
（le législateur belge

）
は
同
様
の
措
置
を
両
状
況
に
適
用
す
る
こ
と

に
し
た
（
類
推
に
よ
り
、C-3/04 Poseidon Chartering

判
決
（2006

）ECR I-2505

第
一
七
判
事
事
項
、
及
びC-203/09 V

olvo Car 
Germ

any
判
決
（2010

）ECR I-10721

第
二
六
判
事
事
項
）。
さ
ら
に
、
第
二
四
判
事
事
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
議
会
（le 

législateur bulgare

）
も
ま
た
、
主
な
手
続
き
に
お
け
る
事
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
商
事
代
理
人
の
よ
う
な
、
取
引
（
売
買
契
約
）
の
交
渉

及
び
締
結
を
行
う
権
限
を
有
す
る
商
事
代
理
人
に
対
し
て
Ｅ
Ｃ
指
令
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。」

　
　
　

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
規
定
の
適
用
に
関
わ
る
方
針
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
は
Ｅ
Ｃ
指
令
の
規
定
を
国
内
法
化
す
る
際
、
動
産
売
買

契
約
及
び
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
い
ず
れ
に
も
同
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
議
会
も
ま
た
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
がN

M
B

社
の
海
上
代
理
人
で
あ
るU

nam
ar

社
に
同
指
令
の
保
護
を
与
え
る
も
の
と
し
て
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
商
事
代
理
人
契
約
に
同
指
令
を
適

用
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

（
29
）　D

’ Avout, supra p. 62.

（
30
）　D

’ Avout, supra p. 62.

（
31
）　

同
教
授
は
次
の
よ
う
に
付
し
て
い
る
。「
こ
の
文
脈
に
よ
れ
ば
、
こ
ち
ら
に
は
下
請
人
、
あ
ち
ら
に
は
商
事
代
理
人
、
さ
ら
に
異
国
の
ジ
ビ
エ

（gibier

：
狩
猟
鳥
獣
）
の
ハ
ン
タ
ー
（chasseurs
）
と
仲
買
人
（revendeurs

）、
こ
れ
ら
は
、
法
的
に
、
排
他
的
な
国
内
規
則
の
一
部

（segm
ents

）
に
よ
っ
て
完
全
な
国
際
化
を
助
長
し
、
か
つ
と
り
わ
け
抵
触
法
規
定
の
通
常
の
作
用
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。」

（
32
）　D

’ Avout, supra p. 62.

（
33
）　

欧
州
委
員
会
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
第
三
五
判
示
事
項
参
照
。「
35　

欧
州
委
員
会
（La Com

m
ission européenne/T

he European 
Com

m
ission

）
が
主
張
す
る
の
は
、
要
す
る
に
、
国
家
に
よ
る
強
行
規
則
へ
の
片
務
的
依
存
（l

’ invocation unilatérale de règles de 
police par un État

）
は
、
か
か
る
法
が
そ
の
加
盟
国
の
法
で
あ
っ
て
、
国
内
法
秩
序
に
お
い
て
関
係
す
る
Ｅ
Ｕ
法
の
強
行
規
定
を
含
む
限
り
に

お
い
て
、
ロ
ー
マ
条
約
の
基
礎
を
な
す
原
則
（aux principes qui sous-tendent la convention de Rom

e/the principles underlying 
the Rom

e Convention

）、
と
り
わ
け
当
事
者
に
よ
り
契
約
で
選
択
さ
れ
た
法
に
与
え
ら
れ
る
優
先
権
の
基
本
的
な
法
則
（la règle 

fondam
entale/the fundam

ental rule

）
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
加
盟
諸
国
は
、
自
国
の
国
内
法
を
強
行
的
で
あ
る
と
制
度
的



二
八
〇

に
み
な
す
こ
と
に
よ
り
そ
の
基
本
原
則
に
反
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
が
明
ら
か
に
重
要
な
利
益
に
関
係
す
る
場
合
に

は
こ
の
限
り
で
な
い
。」
ま
た
、
拙
稿
（
前
掲
注（
1
））
二
一
五
頁
に
お
い
て
も
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
34
）　D

’ Avout, supra p. 62-63.

（
35
）　D
’ Avout, supra p. 63.

（
36
）　

欧
米
諸
国
で
の
本
件
に
関
す
る
論
文
と
し
て
、K

ristin N
em

eth unt Bernhard Rudisch, 

”EuGH
 9. 11. 2000 Rs C-381/98 

‘Ingm
ar

’- 
w
ichting K

larungen im
 europaischen IPR

” ZfR
V
, 2001, pp. 197-183, Jacques Raynard, Le droit à indem

nité de l

’ argent 
international : 

 L
’ infl uence des lois de police com

m
unautaires 

│à propos de CJCE 9 N
ovem

bre 2000 et cass. com
. 28 

N
ovem

bre 2000
│, Sem

aine juriduque, entreprise et aff aires, 2001, n .2 supplem
ent, pp. 12-22, H

.L.E. V
erhagen, 

“The 
T
ension betw

een Party A
utonom

y and European U
nion Law

 : 
 Som

e O
bservations on Ingm

ar GB Ltd v. Eaton Leonard 
T
echnologies Inc.

” International &
 Com

parative Law
 Q

uarterly, V
ol. 51 Part1, January 2002, pp. 135-154, Philippe Leger, 

“Ingm
ar GB Ltd. V

. Eaton Leonard T
echnologies Inc., Case C-381/98 : 

 Before the court of justice of the European 
Com

m
unities

（Fifth Cham
ber

）” Com
m

on M
arket Law

 R
eports, V

ol. 1, 23 January 2001, pp. 9

等
が
あ
る
。

（
37
）　D

’ Avout, supra p. 63.

（
38
）　
「
制
度
の
目
的
に
関
す
る
考
慮
に
基
づ
く
解
釈
方
法
と
し
て
の
目
的
論
的
解
釈
」（
前
掲
山
口
「
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
」
五
八
八
頁
参
照
）。
な
お
、

目
的
論
的
解
釈
と
は
、「
法
解
釈
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
あ
る
法
規
に
つ
い
て
複
数
の
分
離
解
釈
が
成
立
し
得
る
場
合
に
、
そ
の
法
規
の
目
的

に
最
も
適
合
し
た
解
釈
を
選
択
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。（
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
参
照
）。

（
39
）　

ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
二
三
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
第
七
条
を
除
き
、
本
規
則
は
、
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
契
約
債
務
に
関
す
る
抵
触
法

規
を
規
定
し
て
い
る
共
同
体
法
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。」（
杉
浦
（
前
注（
15
））
等
参
照
）。

（
40
）　D

’ Avout, supra p. 63.

（
41
）　

ベ
ル
ギ
ー
破
毀
院
に
よ
り
先
行
判
決
を
求
め
て
同
司
法
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
二
六
判
示
事
項
参
照
。「
26　

…
…
、

ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
二
項
の
文
言
内
で
の
強
行
法
規
（lois de police
）
と
な
る
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
規
定
（
商
事
代
理
人
契
約
に
関

す
る
法
律
第
一
八
条
、
第
二
〇
条
及
び
第
二
一
条
）
に
つ
い
て
ベ
ル
ギ
ー
法
に
基
づ
く
性
質
決
定
（la qualifi cation

）
に
鑑
み
れ
ば
、
ロ
ー
マ

条
約
第
三
条
及
び
第
七
条
第
二
項
を
必
要
に
応
じ
て
、
Ｅ
Ｃ
指
令
八
六
年
度
六
五
三
号
と
関
連
づ
け
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

二
八
一

定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
与
え
る
法
廷
地
の
強
行
法
規
（lois de police

）
が
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
た
と
え
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
契
約
準
拠
法
が
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
最
低
限
の
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
る
別
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
で

あ
っ
て
も
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
？
」

（
42
）　

第
五
一
（
後
掲
注（
50
））
及
び
第
五
二
（
前
掲
）
判
示
事
項
参
照
。
同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
「
法
廷
地
法
が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
と
き
」

と
い
う
法
律
要
件
と
「
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
に
規
定
す
る
最
低
限
の
保
護
要
件
を
満
た
し
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
法
に
優
先
し
て
、
法

廷
地
法
が
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
法
律
効
果
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
法
廷
地
法
の
適
用
可
否
に
関
す
る
判
断
基
準
が
示
さ
れ
た
。
拙
稿
（
前

掲
注（
1
））
二
一
三
│
二
一
四
頁
参
照
。

（
43
）　

同
司
法
裁
判
所
に
よ
り
示
さ
れ
た
判
決
の
動
機
付
け
は
、「（
法
廷
地
法
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
法
の
）
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
法
廷
地

加
盟
国
の
立
法
が
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
従
い
規
定
さ
れ
た
法
律
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
）
よ
り
も
充
実
し
た
保
護
を
商
事
代
理
人
に
付
与
し
て
い
る
と
最
終

的
に
判
断
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
」
に
法
廷
地
法
の
適
用
可
否
に
関
す
る
判
断
基
準
が
適
用
さ
れ
る
判
断
基
準
の
適
用
範
囲
を
画
す
る

適
用
基
準
と
な
る
。
拙
稿
（
前
掲
注（
1
））
二
一
三
│
二
一
四
頁
参
照
。

（
44
）　D

’ Avout, supra p. 63-64.

（
45
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、N

ourissat
教
授
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
（
前
掲
注（
1
））
二
二
六
頁
参
照
。

（
46
）　D

’ Avout, supra p. 64.

（
47
）　

公
序
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
一
六
条
及
び
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
二
一
条
で
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
ロ
ー
マ
条
約
第
一
六
条　

こ
の
条
約
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
国
の
法
規
の
適
用
は
、
そ
の
適
用
が
明
ら
か
に
法
廷
地
の
公
序
に
反
し
て
い
る
場
合
に
限
り
排
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。」。「
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
二
一
条　

本
規
則
で
特
定
さ
れ
る
国
の
規
定
の
適
用
は
、
そ
の
適
用
が
法
廷
地
の
公
序
に
明
ら
か
に
反
す
る
場

合
に
限
り
、
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」。

（
48
）　D

’ Avout, supra p. 64.

（
49
）　
「
補
充
性
の
原
則
」
は
「
補
完
（
性
）
の
原
則
」
と
も
言
わ
れ
る
。
補
充
性
の
原
則
と
は
、
Ｅ
Ｕ
の
立
法
権
限
が
競
合
す
る
場
合
、
加
盟
国
に

お
い
て
は
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
行
動
の
規
模
あ
る
い
は
効
果
の
点
で
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
方
が
よ
り
良
く
達
成
さ
れ
う
る
と
い

う
場
合
に
限
り
、
Ｅ
Ｕ
に
権
限
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
立
法
権
限
に
関
す
る
三
原
則
の
一
つ
で
あ
る
。
補
充
性
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
関
本
克
良

「
補
完
性
の
原
則
と
欧
州
統
合
│
伝
統
的
自
然
法
論
を
視
点
と
し
て
│
」
天
理
大
学
学
報
第
六
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
・
一
〇
）
一
〇
七
頁
、



二
八
二

庄
司
克
宏
『
新
Ｅ
Ｕ
法
基
礎
編
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
三
六
頁
、
Ｍ
・
ヘ
ル
デ
ー
ゲ
ン
（
中
村
匡
志
訳
）『
Ｅ
Ｕ
法
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
一
三
年
）
五
一
│
五
二
頁
、
岡
村
堯
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
一
年
）
二
一
五
│
二
一
八
頁
等
参
照
。

　
　
　

な
お
、
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
条
第
三
項
は
補
充
性
（
補
完
性
）
の
原
則
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
補
完
性
の
原
則
の
下
で
、
連
合
は
、

そ
の
排
他
的
権
限
に
属
さ
な
い
分
野
に
お
い
て
は
、
提
案
さ
れ
る
行
動
の
目
的
が
、
加
盟
国
の
中
央
レ
ベ
ル
ま
た
は
地
域
お
よ
び
地
方
の
レ
ベ
ル

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
提
案
さ
れ
る
行
動
の
規
模
ま
た
は
効
果
の
た
め
に
連
合
レ
ベ
ル
で
よ
り
良
く
達
成
さ

れ
う
る
場
合
に
限
り
、
行
動
す
る
。
連
合
の
機
関
は
、
補
完
性
お
よ
び
比
例
制
の
原
則
の
適
用
に
関
す
る
議
定
書
に
定
め
る
補
完
性
の
原
則
を
適

用
す
る
。
国
内
議
会
は
、
そ
の
議
定
書
に
定
め
る
手
続
き
に
従
い
、
補
完
性
の
原
則
の
遵
守
を
確
保
す
る
。」（
岩
沢
雄
司
編
『
国
際
条
約
集
二
〇

一
七
年
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
五
二
頁
参
照
）。

（
50
）　

判
旨
は
、U

nam
ar

事
件
判
決
が
第
三
国
法
に
優
先
し
て
法
廷
地
加
盟
国
法
が
適
用
さ
れ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
で
争
点
と
な
っ
た
契
約
と
は

異
な
る
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
51
．
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
強
行
法
規
性
に
関
す
る
評
価
に
お
い
て
、
そ
し
て
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
意
図
さ
れ
た
効
果
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
或

い
は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ロ
ー
マ
条
約
の
統
一
的
な
適
用
い
ず
れ
に
も
妥
協
し
な
い
た
め
に
、
本
案
手
続
き
に
お
け
る
事
件
に
お
い
て
、
回
避

さ
れ
た
法
が
第
三
国
の
法
で
あ
っ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
で
争
点
に
な
っ
た
契
約
と
は
異
な
り
、
法
廷
地
法
を
優
先
す
る
こ
と
で
回
避
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
法
（
契
約
準
拠
法
）
は
、
こ
の
間
に
生
じ
る
す
べ
て
の
も
の
に
よ
り
及
び
付
託
裁
判
所
の
意
見
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
適
切

に
国
内
法
化
さ
れ
た
別
の
加
盟
国
の
法
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
51
）　
〔
旧
〕
Ｅ
Ｃ
条
約
第
二
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
そ
の
目
的
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。「
第
二
条　

共
同
体
は
、
共
同
市
場
お
よ
び
経
済
通
貨
連

合
を
確
立
し
、
か
つ
第
三
条
お
よ
び
第
四
条
に
規
定
さ
れ
る
共
通
政
策
ま
た
は
活
動
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
同
体
を
通
じ
て
、
経
済
活

動
の
調
和
的
お
よ
び
均
衡
的
か
つ
持
続
可
能
な
発
展
、
…
…
、
経
済
活
動
の
高
水
準
で
の
競
争
力
と
集
中
性
、
環
境
の
高
水
準
で
の
保
護
…
…
構

成
国
間
に
お
け
る
経
済
的
、
社
会
的
結
合
お
よ
び
連
帯
を
促
進
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
。」（
広
部
和
也
、
杉
原
高
嶺
編
『
解
説
条
約
集
（
二
〇

〇
八
年
版
）』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
五
九
頁
）
な
お
、
現
行
の
Ｅ
Ｕ
条
約
で
は
第
三
条
に
「
連
合
の
目
的
」
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る

（
岩
沢
編
（
前
掲
注（
49
））
五
二
頁
参
照
）。

（
52
）　
〔
旧
〕
Ｅ
Ｃ
条
約
（
現
Ｅ
Ｕ
条
約
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
規
律
す
る
統
一
規
定
で
あ
り
、
効
力
的
に
も
Ｅ
Ｃ
法
秩
序
に
お
い
て
最
高
位
に

位
置
し
、
Ｅ
Ｃ
の
機
関
が
制
定
す
る
第
二
次
的
な
法
源
で
あ
る
規
則
、
指
令
な
ど
派
生
法
の
制
度
の
基
礎
と
な
る
。
つ
ま
り
、
共
同
体
の
法
秩
序
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は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
、
そ
の
具
体
化
で
あ
る
指
令
、
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
目
標
が
実
現
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
Ｅ
Ｃ
条
約
の
制
定
趣
旨
を
達
成
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
共
同
体
に
お
い
て
Ｅ
Ｃ
指
令
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
の

検
討
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
前
掲
注（
6
））
二
五
一
頁
参
照
。

（
53
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
第
二
五
判
示
事
項
参
照
。

（
54
）　

Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
七
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
　
「
第
一
項　

加
盟
国
は
、
商
事
代
理
人
が
代
理
権
付
与
契
約
終
了
後
、
第
二
項
に
従
い
補
償
さ
れ
ま
た
は
第
三
項
に
従
い
損
害
を
賠
償
さ
れ
る

よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
二
項（
補
償
請
求
権
）　

⒜
商
事
代
理
人
は
次
の
場
合
に
補
償
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。　

│
商
事
代
理
人
が
本
人
に
新
規
顧
客（custom

ers

）

を
開
拓
し
た
か
ま
た
は
既
存
の
顧
客
と
の
取
引
を
著
し
く
促
進
さ
せ
、
し
か
も
、
本
人
が
か
か
る
顧
客
と
の
取
引
か
ら
引
き
続
き
相
当
な
利
益
を

得
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
か
つ　

│
当
該
補
償
金
の
支
払
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
情
、
特
に
、
商
事
代
理
人
が
損
害
を
被
っ
た
か
か
る
顧
客
と
の
取
引

に
関
す
る
手
数
料
（com

m
ission

）
の
額
に
つ
い
て
考
慮
し
た
う
え
で
、
衡
平
に
か
な
う
場
合
、
加
盟
国
は
、
考
慮
す
べ
き
事
情
と
し
て
、
第
二

〇
条
の
趣
旨
内
で
取
引
制
限
条
項
の
適
用
如
何
も
含
め
る
旨
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

⒝
補
償
金
の
合
計
額
は
、
商
事
代
理
人
の
平
均
年

間
報
酬
を
過
去
五
年
分
で
割
っ
た
も
の
か
ら
算
定
し
た
一
年
間
の
補
償
金
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
す
る
。
ま
た
契
約
が
五
年
未
満
で
終
了
す

る
場
合
、
補
償
額
は
当
該
期
間
の
平
均
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

⒞
か
か
る
補
償
金
の
供
与
は
、
商
事
代
理
人
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　

第
三
項　

商
事
代
理
人
は
、
本
人
と
の
契
約
関
係
に
お
け
る
終
了
の
結
果
被
っ
た
損
害
賠
償
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。
か
か
る
損
害
は
、
特
に

契
約
終
了
が
以
下
の
事
情
に
お
い
て
起
き
た
場
合
に
、
発
生
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。　

│
商
事
代
理
人
に
、
適
切
な
代
理
権
付

与
契
約
を
履
行
す
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
手
数
料
が
支
払
わ
れ
な
い
一
方
で
、
本
人
に
、
商
事
代
理
人
の
活
動
に
結
び
つ
い
た
相
当
な
利
益
を

与
え
る
場
合
、　

│
か
つ
・
ま
た
は
，
商
事
代
理
人
が
、
本
人
の
助
言
に
従
い
商
事
代
理
権
付
与
契
約
の
履
行
の
た
め
支
出
し
た
費
用
を
償
却
し

得
な
か
っ
た
場
合
。

　
　
　

第
四
項　

│
略
│

　
　
　

第
五
項　

商
事
代
理
人
が
第
二
項
に
定
め
る
補
償
ま
た
は
第
三
項
に
定
め
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
を
失
う
の
は
、
契
約
終
了
後
一
年
以

内
に
、
商
事
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
権
利
を
追
及
す
る
意
図
を
有
す
る
旨
通
告
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。



二
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第
六
項　

│
略
│
」

（
55
）　

指
令
第
一
八
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。「
第
一
七
条
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
補
償
ま
た
は
損
害
賠
償
は
次
の
場
合
支
払
わ
れ
な
い
。
⒜
国
内

法
に
従
い
代
理
権
付
与
契
約
の
即
時
終
了
が
正
当
化
さ
れ
る
、
商
事
代
理
人
の
契
約
不
履
行
に
よ
り
、
本
人
が
代
理
権
付
与
契
約
を
終
了
し
た
と

き
、
…
…
」

（
56
）　

ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
九
条
一
項
及
び
二
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
第
一
項　

強
行
法
規
（lois de police

）
と
は
、
あ
る
国
に
と
り
、
政

治
的
、
社
会
的
ま
た
は
経
済
的
組
織
の
よ
う
に
、
そ
の
適
用
範
囲
に
お
い
て
は
、
本
規
則
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

適
用
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
公
的
利
益
を
守
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
絶
対
的
強
行
規
定
で
あ
る
。
第
二
項　

本
規
則
は
法
廷
地

法
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。」

（
57
）　

ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
第
一
項　

本
条
約
に
基
づ
い
て
あ
る
国
の
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
事
案

と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
他
国
の
法
の
強
行
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
そ
の
他
国
の
法
に
よ
り
い
か
な
る
法
が
契
約
準
拠
法
と
さ
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
他
国
の
法
律
に
よ
っ
て
常
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
こ
れ
に
効
果
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
強

行
規
定
に
効
力
を
付
与
す
る
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
は
、
そ
の
性
質
、
目
的
及
び
そ
の
規
定
の
適
用
ま
た
は
不
適
用
か
ら
生
じ
る
結
果
を
考
慮

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
58
）　

ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
三
条
第
四
項
に
従
え
ば
、
純
粋
な
域
内
事
件
に
お
い
て
、
共
同
体
の
強
行
法
規
は
、
当
事
者
に
よ
る
加
盟
国
法
以
外
の
選
択

に
よ
っ
て
も
適
用
を
排
除
さ
れ
な
い
。
な
お
、
同
条
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
第
四
項　

法
選
択
時
に
、
事
案
に
関
連
す
る
他
の
す
べ
て

の
要
素
が
一
又
は
二
以
上
の
加
盟
国
に
存
在
す
る
場
合
、
共
同
体
法
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
法
廷
地
加
盟
国
に
お
い
て
履
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

の
共
同
体
法
、
の
中
で
当
事
者
に
よ
る
別
段
の
合
意
の
許
さ
れ
な
い
規
定
は
、
当
事
者
に
よ
る
加
盟
国
法
以
外
の
選
択
に
よ
っ
て
も
適
用
を
妨
げ

ら
れ
な
い
。」
当
該
規
定
の
翻
訳
及
び
解
説
に
つ
い
て
は
、
杉
浦
（
前
掲
注（
15
））
一
一
頁
、
高
橋
（
前
掲
注（
15
））
四
頁
等
参
照
。

（
59
）　D

’ Avout, supra p. 64.

（
60
）　

ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
三
条
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
契
約
は
、
当
事
者
の
選
択
し
た
法
が
準
拠
法
と
な
る
。
選
択
は
、
明
示
に
な
さ
れ

る
か
、
又
は
、
契
約
条
項
な
い
し
事
案
の
状
況
か
ら
確
実
に
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
は
、
選
択
に
よ
っ
て
、
契
約
の
全
体
の
準
拠

法
又
は
一
部
の
み
の
準
拠
法
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
当
該
規
定
の
翻
訳
及
び
解
説
に
つ
い
て
は
、
杉
浦
（
前
掲
注（
15
））
一
一
頁
、
高

橋
宏
司
「
債
権
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
規
則
（
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
）」
同
志
社
法
学
第
六
三
巻
六
号
七
頁
参
照
。
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（
61
）　

高
橋
（
前
掲
注（
15
））
四
頁
参
照
。

（
62
）　

ダ
ヴ
ー
教
授
は
最
後
に
次
の
よ
う
に
付
言
さ
れ
て
い
る
。「
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
、U

nam
ar

事
件
判
決
、
…
…
こ
の
続
き
は
、
国
際
私

法
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
方
向
転
換
と
同
司
法
裁
判
所
の
決
定
に
関
わ
る
よ
り
望
ま
し
い
判
決
の
動
機
付
け
を
期
待
し
て
待
ち
か
ね
る
。
こ
の
問

題
は
少
な
か
ら
ず
熱
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
裁
判
所
で
取
り
扱
わ
れ
た
危
険
で
不
相
応
な
も
の
で
あ
る
。」

（
63
）　U

nam
ar

事
件
判
決
第
四
〇
判
示
事
項
参
照
。
判
旨
は
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
規
定
が
強
行
法
規
性
を
有
す
る
と
判
断
し
た
理
由
と
し
て
禁
止
規
定

と
み
な
さ
れ
る
同
指
令
第
一
九
条
を
挙
げ
て
い
る
。
同
指
令
第
一
九
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
当
事
者
は
、
一
七
条
及
び
一
八
条
の
趣
旨

を
離
れ
て
、
代
理
権
付
与
契
約
終
了
前
に
商
事
代
理
人
に
損
害
を
与
え
る
よ
う
行
動
し
て
は
な
ら
な
い
」。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
イ
ン
グ

マ
ー
ル
事
件
判
決
を
参
照
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
（
前
掲
注（
1
））
二
四
〇
│
二
四
一
頁
参
照
。

（
64
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

　
　
　
「
47　

そ
れ
と
の
関
係
で
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
加
盟
国
に
よ
る
警
察
及
び
安
寧
に
係
わ
る
国
家
規
定
〔
強
行
法
規
〕

（dispositions nationales de lois de police et de sûreté

）
の
性
質
決
定
は
、
加
盟
国
の
領
土
内
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
人
々
及
び
加
盟
国

内
の
す
べ
て
の
法
的
関
係
に
遵
守
が
命
じ
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
加
盟
国
に
お
け
る
政
治
的
、
社
会
的
又
は
経
済
的
組
織
の
保
護
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
国
内
規
定
に
妥
当
す
る
（A

rblade and O
thers

事
件
第
三
〇
判
示
事
項
、
及
びC-319/06 Com

m
ission v. 

Luxem
bourg

事
件
（1999

）ECR I-4323
第
二
九
判
示
事
項
参
照
）。
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こ
の
解
釈
は
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
第
一
項
の
文
言
に
も
一
致
す
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
本
案
手
続
き
に
お
け
る
紛
争
に
除
斥
期
間

（ratione tem
poris

）
を
理
由
と
し
て
適
用
で
き
な
い
。
こ
の
条
項
に
よ
れ
ば
、
強
行
法
規
と
は
、
政
治
的
、
社
会
的
又
は
経
済
的
組
織
な
ど
の

公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
本
規
則
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
の
い
か

ん
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
適
用
範
囲
に
入
る
す
べ
て
の
事
案
に
適
用
さ
れ
る
絶
対
的
強
行
規
定
（une deisposition im

pérative

）
で
あ
る
。」

（
65
）　

し
た
が
っ
て
、
法
廷
地
加
盟
国
法
の
強
行
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
二
項
に
従
い
厳
密
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
結
果
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
二
項
に
い
う
強
行
法
規
と
み
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
前
掲
注（
1
））
二
二
一
│
二
二
三
頁
参
照
。

（
66
）　

こ
の
定
義
の
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
高
橋
（
前
掲
注（
15
））
一
五
│
一
六
頁
参
照
。
一
方
で
は
、「
…
…
消
費
者
や
労
働
者
な

ど
の
弱
者
保
護
を
目
的
と
す
る
法
規
の
よ
う
に
、
私
的
利
益
を
保
護
す
る
も
の
は
、
た
と
え
そ
れ
が
間
接
的
に
は
公
的
利
益
に
も
資
す
る
も
の
で



二
八
六

あ
っ
て
も
、
本
条
の
定
義
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
す
る
説
が
あ
る
。」。
他
方
で
は
、「
…
…
第
一
項
の
定
義
の
後
半
部
分
の
み
に
着
目
し
、
準
拠

法
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
立
法
さ
れ
た
法
規
は
、
た
と
え
私
的
利
益
の
保
護
が
目
的
と
な
っ
て
い
て
も
、
絶
対
的
強

行
法
規
と
し
て
扱
う
説
も
あ
る
。」。

（
67
）　

拙
稿
（
前
掲
注（
1
））
二
三
八
頁
参
照
。

（
68
）　

ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
前
段
第
一
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
当
事
者
の
適
用
法
を
選
択
す
る
自
由
は
、
契
約
債
務
に
関
す
る
抵
触
法
規
制
の

仕
組
み
の
基
礎
の
一
つ
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。」
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
杉
浦
（
前
掲
注（
15
））
二
頁
引
用
。

（
69
）　

ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
前
段
第
三
七
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
公
共
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
例
外
的
状
況
の
場
合
、
公
序
及
び
絶
対
的

強
行
規
定
に
基
づ
き
例
外
を
適
用
す
る
権
限
を
裁
判
所
に
与
え
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
。「
絶
対
的
強
行
規
定
」
の
概
念
は
、「
合
意

に
よ
り
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
規
定
」
と
い
う
表
現
と
は
区
別
さ
れ
、
よ
り
制
限
的
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。」
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
杉

浦
（
前
掲
注（
15
））
七
頁
引
用
。

（
70
）　

ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
第
三
条
第
三
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
法
選
択
さ
れ
た
国
以
外
の
一
カ
国
に
所
在
す
る
場
合
、
そ
の
国
の
法
の
中
で
当

事
者
に
よ
る
別
段
の
合
意
の
許
さ
れ
な
い
規
定
は
、
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
に
よ
っ
て
も
、
適
用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
」

（
71
）　

拙
稿
（
前
掲
注（
1
））
二
三
八
頁
参
照
。

（
72
）　

Ｅ
Ｕ
条
約
第
二
八
八
条
第
二
項
参
照
。

（
73
）　

Ｅ
Ｕ
法
の
派
生
法
で
あ
る
「
規
則
」
に
つ
い
て
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
庄
司
克
宏
『
新
Ｅ
Ｕ
法
基
礎
編
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
二
五

二
頁
参
照
。

（
74
）　

多
喜
教
授
は
国
際
商
事
仲
裁
に
お
け
る
強
行
規
定
の
直
接
適
用
に
つ
い
て
、D

erains

の
学
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。D

erains

の
見
解
に
よ
れ
ば
、
強
行
法
規
の
直
接
適
用
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
は
「
当
事
者
の
正
当
な
期
待
」
に
基
づ
い
て
の
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
な

お
、D
erains

が
「
当
事
者
の
正
当
な
期
待
」
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、「
当
事
者
は
契
約
の
署
名
時
に
存
し
た
履
行
地
の
強
行
規
定
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
当
然
に
考
慮
に
入
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
見
地
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
多
喜
寛
「
国
際
商

事
仲
裁
と
国
家
的
強
行
規
定
」
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
四
・
七
、
四
頁
以
下
参
照
。

（
青
森
中
央
学
院
大
学
経
営
法
学
部
准
教
授
）


